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林業労働力の動向と

今後の課題

たなかじゅん
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まえがき

＊林政総合調査研究所

林業労働力問題がわが国林政の一つの柱になってから，すでに久しい。

昭和35年，農林漁業基本問題調査会が，「農ll1村における過剰人口の累職

と停滞は依然として著しいが，国民経済の成長，発展と農業就業構造の改

善に伴って，就業人口の減少を顕在化させつつあるようにみえる」と指摘

してからすでに15年がすぎたことになる。

この基本問題調査会の答申等をうけて，昭和39年に制定された林業基

本法は，そのなかで林業労働に関する施策の重要性を明示したものとして

注目された。というのは，むろん林業基本法が制定される以前において

も，林業労働関係施策が講じられていなかったわけではなかったが，それ

らはいわば個別的・散発的であって，必ずしも十分に整序されていたとは

いえなかったからである。

この法律によって，「林業労働に従事する者の福祉の向_'二，養成および

確保」という政策目標が定められ，それに対応する施策手段として「就業

の促進，雇用の安定，労働条件の改善，社会保障の拡充，職業訓練事業の

充実等」が一定の体系をもって，初めて公式に提示されたのである。この

意味で，林業基本法は林業政策に新しい局面をひらいたと評価された。

ところで,この10余年の間におけるわが国経済のきわめて高い成長は，

基本問題調査会の答申時点での認識をはるかにうわまわって進行した。す

なわち，都市または太平洋ベルト地帯の主として製造工業部門に向かって

資本と労働力の極端な集中がつづき，そこでは旺盛な経済活動とともに過

密や公害などの問題が発生した。一方，農業，林業やそれらが営まれる農

山村地域においては，基幹的な労働力を中心に大量の人口が流出し，農

業，林業の停滞ないし衰退とともに地域社会の全般的な崩壊を意味する過

疎問題があらわれたのである。

なかでも林業についていえば，林業労働力の主要な供給源である山村地

域の過疎化はとくに顕著であり，林業労働力の餓的減少と質的低下はきわ

めてドラスチックに進行した。

そしていま，このような山村も，経済の高度成長から一転して，ゼロ成
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長，不況という経済状況の中で，

いっそうきびしい条件のもとにお

かれようとしているのである。こ

こでは，こうした状況をふまえて

林業労働力の現状とこれからの課

題にふれてみたい。
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林業労働力の推移を一つの統計

資料で表示することは非常に困難

なことである。林業基本法の制定

以来，林業労働力対策が精力的に

進められているにもかかわらず，

林業労働力に関する公式の統一化

された統計は整備されていない。

そこでここでは，総理府の「国

勢調査｣｢労働力調査｣｢就業構造基

本調査」等によって最近の林業労

働力の動きを図に示しておいた。

戦前，戦後を通して，林業就業

者数のもっとも多かったのは昭和

30年（52.5万人）であったが,そ

の後は減少傾向に転じ,45年には

30年のわずか42％（22万人）と

大|偏に減少した。昭和40年以前

の減少の主役は「燃料革命」に伴

う製薪炭業の衰退による自家従業

者であったが，40年以降は，自

家従業者のみならず雇用者も減少

した。

こうした動きは，たとえば総理

府｢労働力調査｣によれば，その後
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の，後にのべる林業労働者の高齢

化，新規若年就業者の減少等の事

情にてらしていえば，これをもっ

て今後も増加していくとは即断し
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林業労働者の状態

勢は昭和45年の22万人から減少しつづけてきたといえよう。

つぎに，この林業就業者について，同上調査で従業上の地位別に林業就

業者の推移をみると，自営業主，家族従業者の減少が著しく，雇用者のう

ちでは，臨時（1カ月以_上1.年未満)，日雇（日々 あるいは1カ月未満）の

減少割合が大きい。これに対して常雇（1年以上）の減少割合は相対的に

小さく，常雇の構成比が高まっている。昭和48年におけるこれらの構成

比をみると自営業主，家族従業者を合わせた自家労働は27％，雇用者の

うち常雇は46％，臨時・日雇は27％となっており，林業労働力が常雇を

主体とした雇用労働化の傾向にあることを示している。

一方，林業労働者の年齢構成の推移について，たとえば，総理府「国勢

調査」の結果を表でみると，20～39歳は昭和35年には51.8形を占めてい

たが，45年には38.7影となり,40～59歳では32.9%から479影にふえ，

60歳以上が12％をこえた。逆に15～19歳は6.2％から1.5％へ大幅に減

っているのである。このことは林業へ就業した新規学卒者（中学校，高等

学校卒）数をみてもわかることであるが，文部省「学校基本調査」によれ

ば，昭和40年には約1,700人いたが，48年には約600人に激減している

ことからもうかがわれるところである。

こうした結果，林業生産はこれまでになく，全般的に衰退しているので

ある。このことを素材生産についてみると，昭和43年以降一貫して減り

つづけており，造林面積も年ねん減少傾向をたどっており，たとえば昭和

48年の造林面積は43年のおおよそ74％しか造林されなかったことがその

ことを示している。

また，人口の急激芯減少は山村に過疎問題という深刻な状況を与えた。

過疎白書によれば，過疎とは「人口の急激な減少により地域社会の基盤が

変動し，生活水準および生産機能の維持が困難となった，またはなりつつ

ある現象」をいうが，こうした状態は昭和35年以降持続しているのであ

る。このような現実に対して，たとえば昭和49年度の林業白書は，いま

や防災，道路修理，山林火災の消火などの共同作業も困難となり，このま

までは山村そのものの崩壊すら招くと強く瞥告しているが，日本列島全域

にわたってこういう過疎地幣を生み出したのである。

高度成長下の山村問題は，過疎問題に集約された山村の崩壊であり，そ

れは生産力の決定的，根幹的部分をなす労働力の喪失であった。それは林

業にそのままはねかえり，林業従事者に多大の辛苦を与えているのであ

り，林業生産・発展をさまたげている。

なかでも林業労働だけで生活をしている林業労働者や農業と林業労働な

どの賃労働に依存している山村農民は，かつてみられないほど深刻な事態

におとしいれられ，林業や膿業の将来に対する不安はますますひろがって

いる。

かつて，林業や農業がいとなまれる山村では，畑作のほか，素材生産や



造林をはじめ，薪炭を生産する就業の場があった。ところが「燃料革命」

によって，最大の現金収入源であった薪炭生産がおしつぶされた。また，

大豆，麦などの畑作物も，農産物の大通輸入によって，なりたたなくな

り，総合農政下の稲作減反と最近の飼料高騰による畜産危機によって山村

農民の生活は苦しくなるばかりである。

しかも，森林を育てる造林や手入れをはじめ，素材生産も大きく減少し

ているため，林業での働き場所は次第にせばまってきているだけでなく，

就業は不安定になるばかりである。こうして，山村では，現金収入源も就

業機会も年ねん少なくなり，ために都!|rへの出稼ぎや土建業愈どの日雇労

働へ労働力を|~流出」せざるをえなくなっている。

ところが，このところの総需要抑制政策によって，建設，自動車，弱電

気，繊維などの諸産業に表面化している不況と関連の中小企業の倒産，操

短，工場閉鎖などによって，賃労働兼業農民の就業機会は著しく減ってき

ており，この面でも事態は切迫化してきている。山村農民の経営と生活が

林業・農業の面からだけでなく，賃労働の面からも破壊されつつあること

は，こんにちの林業労働者や山村農民が直面している危機が，いかに深刻

であるかをあらわしているといえる。

一方，年ねん減少しつつある林業労働者の労働条件の改善は遅々として

いる。たとえば賃金についてみれば，他産業の類似職種とほぼ同一の上昇

傾向を示してはいるが，林業のなかでは比較的高い伐出部門においても，

1日当たりの賃金額は建設屋外作業職種の平均賃金額とほぼ同一水準にと

どまっており，全般的に低い水準にある。また，賃金以外の労働条件につ

いても，たとえば専業的な労働者においてすら退職金，有給休暇等に著し

いたちおくれがみられる。

さらに，社会保障についても，雇用保険および労働者災害補償保険は当

然適用となっているが』適用上の問題があり，他の各種保険等は当然適用

の対象業種から除外されている等全体的に社会保障は林業にはいまだ定着

していない状況にある。

また林業の労働災害は，防止対策の推進や労働環境の改善にもかかわら

ず，鉱業・建設業とともにいぜんとして高い水準にある。とくに，般近の

林業労働の特徴は，悪い労働条件のしわよせをうけて振動障害による白ろ

う病や腰痛等の職業病が増えていることである。なかでもチエン・ソーの

振動障害による白ろう病の多発は，深刻な問題になってきている。昭和20

年代から導入されたチエン・ソーによる白ろう病の症状は，35年ごろから

表面化していたが，職業病として労災認定されたのは41年になってから

であった。それ以降10年間の労災認定は国有林労働者2,797人（チエン・

ソー導入6,100台)，民有林労働者424人（同181,000台）となっている

が，後者についてはその実態が十分につかまれているとはいえず，現在の

認定患者はそのごく一部とみられる。

ともあれ，こうした事態の進行によって，林業に従事する人たちは肉体

5
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林業労働政策の特徴

的にも破壊されているが，これまでにのべてきた林業労働者や山村農民の

健康と生活破壊は，森林や林業や山村の崩壊や衰退と併行してすすんでい

るといえよう。

林業労働力問題が深刻になるにつれ，山村や農業や林業に対する政策も

つぎつぎとうちだされてきた。毎年度の林業白書は，それぞれの年度にお

いて講じた施策と次年度において講じようとする林業施策が網羅的に報告

されている。いうまでもなく，現在識じられている林業労働力対策は，林

業基本法の法律体系にしたがって広汎多岐にわたっているが，その主眼

は，林業労働者の通年就労，林業労働力の流動化，林業労働環境の整備の

三点に要約できる。林野庁の一般会計のなかに林業労働力対策費が予算化

されたのは，昭和40年からであるが，その額は年ねん増加してきており，

こうしたことも，国が林業施策に林業労働力問題を重視していることをあ

らわしているといえよう。

だが，現実は林業基本法がかかげた「林業従事者の所得増大とその社会

的・経済的地位の向上」という目標に近づくどころか，格差やひずみは，

ますますひろがっているのも事実である。

こうしたなかで，林政審議会の林業労働小委員会は昭和50年6月，「林

業労働対策について」と題する，注目すべき報告書をまとめて公表した。

報告書によると，林業労働力の量的・質的劣弱化が林業経営におよぼす影

響は重大なものになってきているという認識から，わが国林業発展のため

に必要な優秀な林業労働力を確保するために長期的かつ総合的対策の確立

を図ることが必要だという。そのための対策として，労働条件の改善，社

会保障の拡充，労働安全衛生の確保，職業訓練の充実，生活基盤の充実等

が重点的に進められるべきだとする。

とりわけ注目すべきは，兼業労働力問題に視点をおいていることであろ

う。従来，政策の客体としては専業的でかつ組織された労働者が中心であ

ったといってよい。しかし，報告書は林業労働力のすべてについて基幹的

な専業労働力を予定することは現実的でないとして，農業等地域の他業種

との適切な協調が図られている兼業労働力は，それ自体安定的な存在であ

るばかりでなく，将来とも林業にとっても，地域社会にとっても重要な存

在であるとして，この兼業労働力に対して適切な対策を講ずる必要がある

とする。

このように，兼業労働力を従来の農山村の余剰労働力に根をもつ兼業労

働力とは性格を異にするという観点から位置づけている点はユニークなと

ころである。これからの林業労働施策が，上述のような林業労働者が当面

している現状を緊急に解決しなければならないことは当然であるが，報告

書が指摘する兼業労働者や未組織労･伽者，さらには家族従事者に対しても

拡充強化されることが望まれるところである。＜了＞
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昭和51年度．蹴麓縦蹴

旅業関係予算案の概要

＋＋＋十十十十十十十÷＋十十＋＋

＋＋＋十十十十十十十十十十十十

はじめに

昭和51年度予算政府案は，年の瀬もおしせま

った昭和50年12月31日の閣議で正式に決まっ

た。政府案は一般会計が大蔵原案通り24兆2,960

億円で前年当初比14.1％増，財政投融資計画は

10兆6,190億円（前年当初比14.1％増）となっ

た。この予算案は，不況脱出策と財政の立て直し

を目標に編成され，ここ2，3年間急速に拡大し

てきた福祉政策はほどほどの改善にとどめ，逆に

国鉄運賃，電話・電報料金等各種の公共料金，社

会保険料を引き上げ，受益者負担の原則を打ち出

した。また，税の豊富な自然増収を背景に毎年行

なわれてきた所得税減税を16年ぶりに見送って

いる。このような財政負担の軽減措置によって浮

いた資金を公共事業費，地方財政対策などに集中

的に振り向けているが，国債発行額は7兆2,750

億円に達し，国債依存度は29．9％と3分の1近

くを借金に依存する赤字財政となっている。

一般会計歳出の概要について述べると，51年

度予算案の目玉とされている公共事業費は，3年

ぶりに増加し，3兆5,270億円と前年度対比

21.2％の伸びとなった。次に社会保障関係費は前

年度比22.4％増と公共事業費を上回る伸びとな

っているが，ここ2年間の35％以上の伸びから

は急激に落ち込み，新規の施策はほとんどなく，

むしろ医療保険の自己負担額引き上げなど高負担

が打ち出されている。また，50年度まで大きな

後藤武夫

伸びを続けてきた文教予算は，人件費の頭打ちな

どにより，伸び率は14.7％にとどまっている。

林業関係予算は，公共，非公共ともかなりの伸

びをみせ，新規施策もほとんど認められており，

ほぼ満足すべき予算といえよう。以下，林業関係

予算についてその概要を述べることとする。

一般会計予算の概要

（1）51年度予算の特徴

林業関係一般会計予算総額は，約1,720億円で

前年庇当初予算総額1,570億円に対し120.6％と

なっており，その内訳は，公共事業1,394億円

（前年腱比118.4％)，非公共事業326億円（前

年度比130.8％）となっている。

51年度の予算編成にあたっては，今後の経済

成長を支える住宅産業の主要資材である木材の役

割を重視し，また，自然保謹と開発の調和，水資

源のかん礎，国土保全等の公益的機能の維持増進

に配慮しつつ，活力ある森林の維持造成，森林の

公益的機能の高度発揮，木材価格の安定，林業労

力対策の抜本的な強化等を重点事項として，予算

編成を行なったものである。

（2）施策別概要

一般会計予算の事業別内訳は表。lのとおりで

ある。以下，施策別に新規事項を中心に述べるこ

ととする。

1）林業生産の増進

林道事業：新たに自然環境の保全，維持管理等
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表･1昭和51年度林野関係一般会計予算

事 項

〔公共事業〕

治山事業

民有林

うち治山激甚災害対
策特別緊急事業

国有林

造林、事業

林道事業

一般林道

農免林道

公団林道

大規模林業圏開発林
道

一般公共計

災害復旧事業等

公共事業計

森林開発公団出資

〔非公共事業〕

林野庁一般行政

審議会

林業櫛造改善対策事業

保安林等整備管理

森‘林計画

林業生産流通振興対策

森林組合助成

灘’
50年度当51年度概
初予算額算決定額

百万円百万円
115109

307308

270266

276247

0173

年
比
％
２
β
５
５
－

前
聖
叩
兜
”

対
度
１

51年度概
卿:決定額

50年度当
初予算額

事 項

％

117．5

117.6

百万円 百万円
入会林野等整備

林業労働力対策

林産物生産流通改善

優良種苗確保

中核林業振興地域育
成

特定分収契約設定促
進特別事業

林業普及指導

都道府県林業試験指導
機関育成

森林病害虫等防除

緑化推進

木材備蓄対策事業

林業改善資金造成

林業信用基金出資

小 計

林業試験場運営

合計

山林事業指導監督費

非公共事業計

総計

財政投融資計画

森林開発公団

国有林特別会計

ｊ

Ｏ
４
８
６
０
０
０
８
７
５
０
６
６
０

８
３
０
４
今
０
５
４
今
８
０
１
３
２
５
０

０
８
１
７
８
１
６
９
５
０
０
３
３
２

＃
７
１
，
，
，
，
７
，
，
，
７
』
，

３
０
２
２
１
６
６
２
８
３
１
８
９
０

７
６
１
２
３
２
３
３
１

１

１
く

０
４
０
６
０
０
５
４
２
９
０
７
７
（
山

７
１
５
５
４
つ
》
８
４
８
６
３
９
０

１
３
８
４
０
３
６
９
０
６
０
６
５

１
１

Ｊ
り
り
３
，
，
，
ｙ
３
９
Ｆ

２
１
０
８
０
２
２
２
２
０
７
７
８

６
５
１
１
８
２
１
１
〃

１

１

－

117．4

118．2

120.3

119．3

111．3

119.2

1“､3

118．4

118．3

118．4

(120.の

3

０
８
４
０
５
６
０

１
７
５
４
８

７
８
４
２

９

１

，

３
１
１

4,183

67

2，215

593

1,621

1,364

0

28，784

3，818

329601

41

32，643

171,999

48,2qp

8，200

40,000

112．5

90.6

119.7

133.2

126.0

133.7

112.7

130.9

115.9

130,8

120.6

150

７
８
５
６
０
７
０
０
０

１
８
０
３
４
今
３
０
０

５
３
９
９
６
９
９

１
１
ｊ

，
，
？
Ｊ

１
谷
〕
４
４
２
６
６

２
２
２
４１

1,910

1

13,382

858

1，476

1,114

108

119.2

95.3

146.0

1053

110.9

103.5

100．3

２
１
９
５
１
６
８

０
６
１
３
７
０

６
１
８
３
０
１

１

３

，
ｌ

ｌ

Ｏ
ゾ
－
公
１
今

'’

1

118．8

注（）内は国有林野事難特別会計からの出資である

対策事業に係る造林事業に対する助成の強化，育

林の補助対象の普通林への拡大，松くい虫被害跡

地造林に対する助成の強化を行なう。

中核林業振興地域育成特別対策事業：将来にわ

たって地域全体の発展の中核となると見込まれる

優良な林業地域を育成するために，新たに35県

の40地域について，基本方針および地域整備計

画の策定等について助成を行ない，造林，林道，

治山事業等について優遇措置を講じる。

森林病害虫等防除：松くい虫の防除対策を充実

するほか，新たに，カモシカ，うさぎ等有害動物

の林道問題について調査検討を行なうとともに，

長大鋼橋塗装等改良事業の工種内容の充実を行な

う。また，中核林業振興地域育成特別輔業に係る

普通林道については，採択基準を50haから30

haに引き下げる。

大規模林業圏開発事業：6圏域（北上，中国，

四国・西南，最上・会津，飛越，祖母・椎葉・五

木）について,17.6kmの大規模林道の開設を

行なう。

造林事業：拡大造林標準単価を約22％引き上

げるとともに，新たに中核林業振興地域育成特別



の被害防除を行なう。また，優良種苗確保対策と

して新たにマッノザイセンチュウに対する抵抗性

育諏事業について調査検討を行なうとともに，積

雪寒冷地帯における育苗技術の改善に資するため

苗木低温貯蔵庫（1カ所）について新規に助成を

行なう。

2）公益的機能の維持増進

治山事業：保育の補助対象の拡大（公有林へ）

を図るとともに，新たに激甚な災害が発生した地

区において，災害の河発を防止し早急に荒廃地の

復旧を行なうために，激甚災害対策特別緊急事業

を創設する。また桜島において直轄治111の新規着

工を行なう。

森林計画：森林施業団地共同化事業の拡充を図

るほか，新たに，改正森林法による地域森林計画

の計画事項の内容の充実を図るため，森林の有す

る機能の評価等を行なう森林機能別調査および全

門森林計画の変更後90日以内に行なう地域森林

計画の変更を実施する。また，森林造成・維持費

用分担事業として，公益的機能を有する森林の造

成，維持費用の分担について，50年度に引き続

き重要流域での実態調査（2流域）およびその調

査に韮づき費用の分担関係を明らかにする協議会

を開催する。

保安林等整備管理：54流域（45万ha)につい

て保安林整備計画樹立のための調査を行なうほ

か，新たに地目未更正保安林の筆界の確認，地積

の測定等により台帳の整備を行なう。

緑化推進：50年艇に引き続き，都道府県緑化

推進施設（緑化センター）12カ所の幣怖に対し

て助成を行なうとともに，日本緑化センターの拡

充，国土緑化推進委員会の充実を図る。

3）林業構造の改善等

林業櫛造改善謂業：第2次林業幟造改善事業計

画樹立は120地域，事業実施は460地域について

行なう。また5億円の予算をもって特別対策事業

が実施されることとなっている。

森林組合等育成強化：50年度に引き続き，森

林組合の経営基盤および活動の強化を図るため，

森林組合経営改善特別対策事業を322組合につい

9

て助成するが，このうち，新たに青年部の育成強

化を215組合について行なう。

林業労働力対策：林業労働者の雇用関係の近代

化，社会保障制度の適用促進を図るとともに，安

全管理体制の強化を図るため，新たに主要林業地

域に林業労務改善推進員を配置する。また，振動

|厳害の防止に資するため，作業仕組の実態を調査

し，作業仕組の改善対策を策定し普及するため

に，32県について新たに助成する。

林業機能改善対･策：生産性の向上を図るととも

に，安全作業を確立するために，林業用機械に関

する基本的な問題の検討および機械の開発改良を

推進する。

林業改善資金制度：緊急かつ効率的な間伐の促

進，林業労働安全衛生対策の推進，林業後継者の

養成等について，林業関係者の林業生産活動を活

力あらしめるために，新たに，融資枠20億円，

資金造成13億円余（2/3補助）をもって,林業改

善資金制度（仮称）を創設する。

4）木材のII幡および林産物の生産流通改善

木材備蓄対策事業：木材の備蓄を拡充するため

製材16万m3(前年度8万ms),合板320万枚

（前年度160万枚）の買入れ等を行なう経費につ

いて日本木材怖蓄機椛に助成する。

林産物生産流通改善対策：50年度に引き続き，

木材需給安定対策協議会を閲催するほか，うる

し，竹，桐等の特用林産物の主産地として発展を

期待しうる地域について特用林産物生瀧流通改善

対策事業(51年艇は10カ所）を実施する。また

新たに，南方広葉樹材の防虫薬剤処理に対する安

全基準等について調査検討する。

5）海外林業開発協力の推進

50年度に引き統き，南方地域で試験造林を行

なっている南方造林協会に対して，造林技術指導

に要する経費について助成する。

国際協力事業団：国際協力事業団の予算は表・2

のとおりであり，このなかで51年度は林業技術

協力として初めてフィリピン国，ルソン島中部の

パンタバンガン地域の森林造成プロジェクトが開

始される予定となっている。
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表･2昭和51年度国際協力事業団農林業関係予算 (単位：百万円）

一

事

51年度概算決定額

総額うち農林業関係(B)

50年度当初予算額

額｜うち農林業関係(A)
(B)

(A)

影
117．2

117－2

項
総額総

I

I交

1．

2．

Ⅱ出

I‐

付 金

事業費

管理費

資金

開発投融資資金

〔事業規模〕

その他施設費等

102.7

102.7

1296

2．

6）林業金融の充実

林業経営の安定的発展に資するため，

業金融公庫の融資枠の拡大（594億円）

基準の改善を図る、

表･3昭和51年度国有林野事業予算の概要
（単位：億円） 農林漁

と融資50年度51年度
(A)-I(B)

(B)

(A)

％
112．8

99．1

99.0

100.0

120.0

114.0

108.4

109.8

119．5

101．7

103．3

117．2

120．0

645

分区

歳入合計

事業収入

業務収入

その他

借入金

特別積立金引当資金
より受入

その仙

歳出合計

国有林野事業費

管理経費

事業実施経費

災害緊急対策経費

国有林野治山事業殻

林業振興諸磯

予備費

一
》
蜘
唾
呼
副
鰹
哩
印

９
８
３
５
０
２
９

０
５
７
８
０
０
４

６
０
７
２
４
１

１
Ｊ
Ｊ

３
３
２

喝
碗
蛇
顕
一
錨
網

２
０
８
２

７
，
，

３
３
２

国有林野事業予算の概要

（1）51年度予算の特徴

国有林野事業特別会計の51年度予算編成に

あたっては，国土保全，自然環境の保全等の公

益的機能の維持増進および木材の持続的・計画

的供給という使命を達成するため，森林のもつ

公益的機能の維持増進に十分配意した森林施業

の実施および造林・林道等各種事業の計画的実

行の確保を図る一方，可能な限り経営合理化を

進めていくことを基本方針として編成した。

この結果，国有林野事業勘定の予算は表.3

に示すとおり,歳入額3,609億円，歳出額3,627

億円となっており，差引歳出超過額18億円は

持越現金をもって充当することとなっている。

歳入については，森林の公益的機能および自

然保護等の確保を図るため，経営基本計画の変

更を予定しており，伐採品を1,560万ms(前

年度1,680万m3)としたため，木材価格を前

年度実績の5％アップとしても，業務収入は

2,773億円しか見込めず，このため，51年度初

めて造林投資資金として資金運用部資金400"

円の借入を計上している（借入条件は，5年据

置20年償還利子率7.5％となっている)。この

国
有
林
野
事
業
勘
定
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表･4主要事業鰯
－

区 ，’ |，‘(管)．
50年度
(A)

(B)
一

(A)

伐採戯（千m3)

素材生産量

林道新設趾(km)

新植面職(ha)
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〆
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Ｑ
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。
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ほか不要存置林野売払の促進等も見込んでおり，

収入確保には厳しい予算内容といえよう。

（2）事業別重点事項

歳出予算の内容を事業別に述べると次のとおり

である。事業量は表・4参照。

製品生産事業：振動障害認定者の増加等に対処

して，自動盤台玉切装置，ロータリーチェーンソ

ーの導入等による機械化作業の拡充，振動障害対

策の強化に努め，503万nl8の事業量を計画して

いる。

造林事業：伐採面積の減少に対応して，59,000

haの新植を行なうこととし，更新期間の適正化

を図るほか，天然林除伐等保育の充実を図ること

としている。

林道事業：各種事業の事業実行に必要な延長量

（林道新設1,430km)の確保を図るとともに，

自然保護等に配慮した保全工法の実施分を含め単

価の引き上げを行なう。

森林レクリエーション：森林のレクリエーショ

ン機能の活用を図るため，引き続き自然休養林事

業（新設'0カ所）および総合森林レクリエーシ

ョン・エリアの施設整備(継続2地区)を行なう。

森林保全管理事業：森林保全巡視員による森林

'一~＝＝室一勺＝一宇-ﾆｰｰ 一子蛎一全も…転一ｸ…私｡＝晶智豆宅宕一一三壱言弓一
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巡視事業を拡充するとともに，都市近郊における

生活環境保全上重要な森林を対象として保育作業

等を行なう環境保全林整備事業（新規3地域，継

続3地域）を実施する。

振動障害対策：振動障害の予防および治療対策

を拡充実施することとし，振動障害対策関係費約

40億円を計上している。

治山事業：前年度に引き続き，一般会計より人

件費を含めおおむね3分の2相当額を導入し，計

画的に事業を推進する。（事業勘定77億円，治山

勘定127億円，総事業費204億円）

（3）資金運用について

51年度の資金運用については，持越現金の余

裕がないため，計画的な事業の実行と経費の節減

が必要であるが，運転資金の一部不足等に備えて

一時借入金の借入枠を500億円設定している。

このように，国有林野事業の予算内容はきわめ

て厳しいものがあるが，51年度予算の大蔵省内

示に際して，今後の国有林野特別会計の収支には

予断を許さないものがあるとして，抜本的な経営

改善措世を講ずるよう求められており，今年度の

大きな課題となっている。

（ごとうたけお・林野庁計画課）

や-号‐ぞ.､＝ ’

山林の評価遜醸…
鯉唾寄壬flW劣武.毎.言･心亜時津･ミユ曲,■■

'↑“･日本林窯技術混会

⑧精織な理論と豊富な具体例 新
⑧斯界の権威が書下した最新の参考書〃発

＝

ワ己

山林の評価理論と応用
A5判400頁･上製本･定価4,500円

曳地政雄・栗村哲象。大北英太郎・高取辰雄・安井鉤共著
鳥取大学鳥取大学鳥取大学鳥取県島根大学
教授助教授助教授県森連助教授

林地･林木の売買一

各種規制に対する補償一

担保評価－に当たっていかに山林を合理的
に評価するかの課題に応える.／

社団
法人 日本林業技術協会

19町一ヨきぐ詐一■ヂ0一F 容輯L…七 茸一・

東京都千代田区六番町7/壷102/振替
東京03-60448/TEL(261)5281(代）

』
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良い山づくりをめざして

はじめに

造林事業は森林施業の基礎であり，森林資源の保続培

養，国土の保全，水資源の確保，山村経済の発展に欠か

せない役割をはたしている。とくに近年，木材需要の増

加と森林機能の強化に対する要請が高まり，造林事業の

重要性は，ますます増大している。天然資源の乏しいわ

が国にあって，森林は再生する数少ない循環資源であ

り，活力に満ちた生産性の高い森林の造成（良い111づく

り）は国土の有効活用上からも必要である。しかし，造

林事業は対象地の奥地化，小規模化，木材価格の低迷，

林地の投機買いなどにより，減少の傾向にある。

林野庁が51年度から発足させようとしている“中核

林業地域育成対策特別事業”は，育林事業の普通林への

拡大助成とともに，このような状況を打破し，山村を再

興する突破口としての大きな役制をはたすものと期待さ

れている。

北海道林務部では2年前から，このような総合的造林

事業に対する助成の強化を林野庁に要望するとともに，

この事業の実施について準備をすすめてきた。

ここでは編集部のおすすめにより，私どもが，､'中核

林業振興地域育成特別対策聯業”を中心として，持って

いる情報をコンピューターを通してフルに活用して，良

い計画，良い苗木，良い作業を3本の柱として，“良い

山づくり”をめざす北海道造林行政の一端を報告する。

1．北海道の造林の現状

北海道の民有林では昭和26年ころから，毎年25,000

~35,000haの造林が続けられたため，人工林は増加の

一途をたどり，昭和49年には約57万haとなり，目標

人工林87万haの66%に連している。

しかし，最近の人工造林而職は46年の34,800haを

ピークとして，48年28,700､ha,49年23,700haと減少

油津雄夫

コンピューターを7舌用して

造ｵ木を推進する北海道

の傾向にある。

つぎに造林作巣全体の稼動延人員についてみると，自

家労働は昭和35年に比べ昭和45年は102影とほぼ桃ぱ

いに推移しているが，直接雇用は減少している。反面委

托請負が17倍と激増し，全体の28％を占めるまでに増

加している。これは森林組合労務班編成の効果と考えら

れる。さらに一般民有林の新植に占める森林組合の委託

が昭和38年5,173ha(15%)に対して,48年17,400

ha(60%),49年14,200ha(60%)と大幅に伸びている。

また，森林組合労務者の就業日数をみると，90日未満

の短期雇用が減少しているのに対し,90日以_l二は漸増し

長期化の傾向にある。これらのことから造林の労務につ

いては短期の臨時日雇の形態ではまかないえない実態が

出ており，今後造林労務者を農山村に定着させるために

造林の各種作業を総合して雇用の安定化，通年化をはか

る必要がある。

2．総合造林計画

(1)計画作成の目標

地域の造林事業長期計画を作成することは良い山づく

りにとって不可欠である。

造林事業は計画的・組織的・喋団的に進めることが効

果的である。現准の造林の担い手の主体である森林組合

の受託事業体制を長期にわたって安定・拡大をはかるこ

とが効果的であると考えられる。森林組合の受託造林を

推進することにより，働く人が安心して通年働くことの

できる場が作られ，労働力の安定確保が可能となり，良

い山づくりを計画的に推進することが可能となり，さら

には人と森を結びつけた林業圏の形成，森林組合の経営

の安定，山村の振興につながるものである。

このためには，林業経営を，従来の個々の経営，小面

脳の経営から集団的に拡大し，現地に適合した，そし



て，十分実行可能であって，地域の振興に効果的な総合

的引･mが作成されなければならない。そのためには，あ

る一定団地内の全森林の内容と醗適の施業方法，その那

業髄，そして各所有者の意向を-|･分に承知したうえで，

労働力の確保，地域の発展の方向をにらみ合わせて計画

を樹立し，その計画に従って，団地内の事業量を計画ど

おりに実施，経営すべきである。

（2）計画作成の方法

鞘度の淵い実行を確保するためには糖度の高い計画を

作成する必要がある。糖度の高い総合造林計画を効率良

く作成するうえで，スケアーデータの活用が効果的であ

る。昭和44年，北海道庁にコンピューターが導入され

たのを磯会に，休務部では森林に関する各業務に共通の

区mi'!スケアー"を設定した。それ以来，林務関係機関の

協力のもとに，森林に関するデータ（森林所有者，森林

の内容，施業の状況，林道，治山などの諸施設）の収録

整理，蛎業結果の更新に努め，総合的な活、に徐々に近

づけ，わかりやすい地図や現況表などを作成している。

そのスケアーデータを活用して，総合造林計画を作成

する手順を示し，現在"中核林業地域育成特別対策事業”

の実施要領が未決定であるので，私ども北海道で考えて

いた総合造林高|･画の作成手順を示す（右図)。

地域の林業振興計画は，これに先がけて，システムダ

4j-ミックスなどの手法を併用して，森林の内容，社会

経済要因を詳細に分析して作成する。

町内の林業を森林組合受託事業によって，総合的に実

施しようとする場合，どのようにスケアーデータを活用

するか，風連町の図を見ながら考えてみよう。

拡大造林対象地は，図｡lと図・2からく＋32,＋7＞

のLSQ(ラージスケアー1km平方・10ha)に多い。

一方，除間伐対象地は図・1，図･3からく＋33，十7＞の

LSQが対象面積29ha,人工林率56%である。そこで

く＋33,＋7＞，＜＋32，十7＞の2つのLSQで，団

地造林と森林整備事業を中心に計画的にすすめることと

し，この2つのLSQの詳細なデータ（森林所有者ごと

の森林の内容など）のプリントを要請した。それらのデ

ータに検討を加えたうえ，重点的に，たとえば拡大造林

対象I『『i職，除間伐対象面積の多い所有者にまず意向を打

診したところ，了承を得た。次にそのLSQ内の拡大造

林対象地，人工林を持っているすべての所有者に計画立

案の案内のハガキを出すこととし，コンピューターから

プリントして発送した。

さらに，電話や訪問，会合などを続けた結果，2つの

13
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事業実打|事業翼行’

LSQ内の全所有者が，団地共同施薬計画を樹立し，下

刈りもあわせて全事業を森林組合の委託を中心としてす

すめることとなり，所有者の意向と森林組合の労務班の

労力をにらみあわせて年次計画を作成，無事認定を受け

て,59haの団地造林,36haの森林整備事業,50haの

育林事業が実施のはこびとなった。

（注)スケアー国土雄本図，森林施業図(1/5,000)に

表示されている1km方眼をラージスケア(LSQ)と

して，その中を200m方眼に区切ってこれを基準スケ

アー(BSQ)とする。さらにこれを1/4,1/16,1/64

等に細分して用いることもある。

スケアーの番号はLSQは図上の1km方眼の座標

値をそのまま用い,BSQ以下は系統的な番号を付し

ている。

北海道の民有林の畿新データがすべてスケアーごと

に整理されている｡(｢北海道林務部,電子計算組織の業

務概要」1970年,森林制、研究会北海道支部刊,参照）

3．良い苗木の確保

(1)良い苗木の確保のあり方

良い山づくりを計画的に進めるためには，品質の良い

苗木の生産を確保するとともに，その円滑な需給綱整と

適正な流通を維持してゆかねばならない。
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図･1森林現況図LSQ(ラージスケアー100ha)

内の拡大造林対象地面積，除間伐対象面積，人．

林率，人工造林未達成率

Z:拡大造林対象面識(ha)K:除間伐対象面積(ha)

A:人工林率(%)B:人工造林米達成率(%)

図.2拡大造林対象地分布図各BSQ(ベースス

ケアー4ha)内の拡大造林対象面積

（拡大造林対象面溌＝造林可能面積一人工林面職）

BSQの森林面積
1．00～1.96ha
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2．00～2.96hal**
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良い苗木は生産者の意欲的な事業への取組みによって

確保されるものであるが，また良い苗木の需要を拡大す

ることも大切である。需要者と生産者のお互いの信頼と

協調のもとに，需要計画，生産計画の樹立，需給の調整

が実施されることにより良い苗木の確保が可能となる。

現在，《《良い苗で作る樹海の北海道”を合いことばとし

て，一致協力して進んでいる。

需要者と生産者で自主的に協議・細盤されたルールが

公正に守られているかどうか，苗畑から造林地に至る生

産・流通過程の実態を把握し，チェックすることは重要

である。ここにコンピューターを用いることの大きなメ

リットがある。

(2)良い苗木の確保の方法

1）自主調整機関の設置

苗木の生産計画，需給調整，価格決定については需給

澗整協議会が協議決定しているが，民有林において需要

者と生産者の述けいをいっそう密にするため，協議会の

補助機関として道森連，道苗組，栄林会よりなる民有

林，造林振興会（民摂会）を設置し，種苗から造林に至

る問題に取り組んでいる。

苗木流通状況の把握，チェックはコンピューターを活

用して，民振会が行なっている。

2）長期需給計画

需要者ば5カ年間の需要量とその確保の方法（直営生

産，委託生産，予約生産，購入）を作成する。生産者は

6カ年間の生産計画を作成する。これらの計画にもとづ

いて需給洲盤を行なう。

生産儲の調整は，種子，幼苗，未成苗，成苗のそれぞ

れの段階で本数割当を行なうが，できるだけ損失の少な

い段階で調整するよう努力している。

3）雌雄職の把握と需給調整

まきつけ・床替前に生産者からそれらの量と生産目標

徴の申告を受け，需要量と対比して需給調整を行なう。

現在のトドマツ挺苗技術に個人差が大きい(1kgの種子

の幼苗の得苗数は3,000～20,000本のひらきがある）の

で，生産目標数は生産者の蛍任のもてる量の自主申告で

ある。秋に得附報告を受け，生産者ごとに生産目標数と

対比したうえ，需要量と調整して，需給票を交付する。

4）規格の検査と補助金査定

規格は苗艮，根元直径，そのバランス（苗長／根元直

径）で定めている。

規櫓は生産者が選別し，規絡別に色区分されたテープ

（生産者氏名，生産者コード，生産地市町村が印刷され

ている）で結束して出荷するが，最終的には竣功検査に

おいて決定される｡49年から検査の際,10本を系統的

に抽出し，握り取って，苗長，根元直径を測定し，その

実数を野'帳に記入する。これを二1ンピューターが計郷し

て，その中の妓低規格によって補助金を査定している。

需給票のない苗木は苗木代をゼロとして査定している。

運搬，仮楠，植付の功程は規格によって差がある（ト
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い苗木の確保において，造林事業竣功検査の役割は非常

に大きい。現地検査にあたって，数多くの因子を測定す

る労力は大変であるが，その結果，森林の質が年ごとに

向上していることは，その苦労を補ってなお余りあるも

のといえよう。

5．造林勧奨文（ダイレグ|､メール）

ここ2年，北海道でも造林事業型が減少している。経

営センスの良い森林組合は，東京，名古屋，大阪方面ま

で足を運んで，最近数年間に森林を取得した所有者を訪

問して，森林施業計画の作成を行ない，長期受託契約を

結んで，毎年安定した量の受託造林を行なっている。だ

が，多くの組合はしだいに事業壁が減少している。

減少の原因は前に述べた造林地の奥地化，小規模化，

木材価格の低迷，林地の投機買いなどがあげられるが，

そのほか，林業行政の内容を全く知らない所有者がここ

数年増えている。はじめて森林組合へ顔を出した所有者

は造林補助制度など助成制度について今まで知らなかっ

たという人が多い。新しい所有者，造林の進んでいない

所有者に補助制度を知らせることは造林を進めるのに効

果があると考えられる。

そこで，51年度予算案の決まった1月早々，5日から

ダイレクトメール作戦を開始した。昭和“年に設定し，

毎年整備して，コンピューターに記憶させている森林所

有者台帳を活用して,全道の所有者14万人の中から，所

有面積10ha以_l:a,人工林率40%以下，拡大造林対象

地5ha以上の3条件に適合した人，①市町村ごとの所

有森林の内容をプリントした知事の造林勧奨文，②造林

補助金についてのリーフレット，③アンケート用紙を送

ることにし，選ばれた10,646人に，住所ワッペンをは

った封書を2月21ﾖに発送した。

その後，各森林組合や道内46カ所の林業指導事務所

は電話や訪問者で多忙であるという。私どもも半日，他

の仕事ができない日もある。アンケートの回収・集計も

進んでいる。ダイレクI､メールがこれからの造林事業の

発展にどのように結びつくか，大いに楽しみである。

おわりに

現在，北海道林務部で実施している造林行政の一端を

紹介した。スケアーをキーとして，ファイリングされて

いる多くのデータを十分に活用するとともに森林所有者

や道民の声に耳を傾け，施策の選択，展開を活発に行な

ってゆく考えである。皆様方のご教示をお願いするしだ

いである。

（ゆずたけお・北海道林務部造林課林業専門技術員）

図･3除間伐対象地分布図各BSQ内の除間伐対

象面積カラマツ8～17年生，トドマツ16～25年

生，その他11～20年生のBSQ内の合計面積
｜
号
一
十
⑥
．

｜
＋
・
・

一
符

一
恥
岬

ｉ剛而ｋ＄森縣
恥

綿
粋

一
上
伽

蔽一雨森
一
以
却

一
》
娠
咋

Ｂ
》
３
２

”ヨウ08（刀ミ刀7〉ョチヨウソン22〈フウレンチヨウ）

.P:う2".jO:62'6jo:7,.･jo:8""@:|｡:'z"･@
卓亭･●寺牛

：：3塁宰歩
今B■古い●4･

■●●■■●中q

童負方竜二令今・
■●｡●

串宗思a：：

■
甲
一

幸
●
《

●
の
。
｜

の
●
寺
・↑↑

『
や
。
｝

＆
Ｐ

◆◆ 申◆●◆÷申

◆←●

厩汝◆

蘭
無
印
瓦

忍
Ｂ
率

ｓ
ｓ
ｓ

印
》
３
３

吋
叫
割
『

率
錦
一
③

中中

･中不X唾方

銅
製
叫
姻
詞
砥
雨
劉
叫
州
討
醐
刎
輌
鯏
剴
珂
劉

①
●
今

。
■
一

℃
ｅ
●
ｇ
車
４

◆
●
●
の
津
心

中
の
●
●
基
◆

Ｄ
ｅ
Ｄ
ｅ
卒
寺

弘
郡
屯
‐
Ｅ
詞
０
８
Ｍ
邸
珂
０
０
０
１
１
‐

。
●
｝
◆
●
●

【
Ｒ
〕
内
和
》
。
●

、
［
〕
画
『
》
■
●

十
国
】
ａ
一
・
・

牛
ら
』
口
々
ご
●
●

④
●
◆
元
［
〕
率

争
．
↑
甸
腫
掌
◆
庭
◆
＊

１
１
１
１
靴
訓

令
。
◆
。
△

◆
◆
■

●
■
●

●
●
◆
●
●

。
■
◆
●
０

4032

◆の

｡●

＋◆＋÷

88幾座
◆今･■

谷◆

*本＋←◆＋

◆一一◆・031

マ
．
０
口
因
）
亭＃

等
■
乞
飼
】
今
ｂ
◆

亨
申
『
【
》
令
『
《
】
《

ロ
◆
隼
冷
》
◆
鹸
暉
凸

口
①
エ
●
●
足
ヱ

マ
●
華
。
。
卒
重

小
◆
缶
。
。

◇
寺
●
●
命

･030001

ドマツ1本の重愚は特号2809,1号1509,2号70gで

ある）ので，これに対応した補助金の査定を行ない，良

い苗木を使いやすいようにしている。

厳密な検査の結果，規格のそろった良い苗木で造林さ

れるようになってきた。造林量が少ない今年は，良い苗

木を多く植えることによっていっそう良い山づくりを進

めていくよう努力している。

4．良い作業の実行

一定の森林から高い生産量，生産額を得るためには，

適地適木の原則にのっとり，良い苗木を用いて，良い作

業を行なうことが大切である。

造林にはさほどむずかしい技術はない。きちんとした

地栫を行ない，苗木を乾燥させないでていねいに植える

ということを着実に守るだけでよい。しかし，現実に，

人里はなれた山奥,身の丈をこすササの鮴で,きちんと

した作業をすることは容易ではない。北海道でも，技術

指導をくり返し行なってきたが，完全とはいえない状態

であったので，48年から補助金査定とあわせて，強く

指導す画ることにした。

ササ・潅木の刈高，ブル地栫の地表処理状況，植穴の

大きさ，活着率について標準より良い作業にはプラス，

良くない作業にはマイナスをつけることとし，造林竣功

検査を厳密に実施している。その結果，作業の内容は着

実に良くなり，年々5～10％ずつ良い方に移っており，

しだいに良い作業が広まっている。良い作業の徹底，良



16

見なおされてきた木製家具
現状と今後のあり方

大沼加茂也

1．まえがき

最近，木材を主材料とした学習机，椅子や木そのもの

の玩具，遊具，室内用品が啓蒙されて需要が向上しつつ

あることは啓ばしいかぎりであり，プラスチックあるい

はスチール材料が今まで木製品の代替,材料として賑々し

く幅をきかせてきたことが昔のように思われる。

木製品は，もともと周辺の住民の注文に応じた生活用

具として，その地方の特産材を用いて生業的に加工して

いたのである。加工材料の遡定は，たとえば衣類を収納

するダンスは空気中の湿度を淵節したり，また防虫効果

のある材料としてキリやクス等の樹種を経験的に選んで

利用していた。しかし，木製家具の生産は戦後このかた

需要増とそれにともなう流通の広域化によって大量生

産一大篭消賛の波にのり，さらに木製家具は生活空間に

おける人間の活動機能と個人の満足感をあたえる用具で

あるとの認識のもとに用途性もひろがり，多品種の和洋

家具が市場をにぎわしながら，家具産業は成長率10％

以上の高い水準で推移し，いまや木製家具のみで年間

7,500億円の生産出荷額をみる成長産業の1つに数えら

れるようになってきた。

この間，木製家具分野と産菜柵造的に異質なスチール

家具メーカーの進出がめざましく，輸入家具の増加，し

かもかつては高価なヨーロッパ家具から発展途上国の割

合安価な家具の輸入が促進され，また国内的には大企業

のこの分野への生産活動が活発化し，あまつさえ近年の

総需要抑制と不安定な家具用材料の価格変動を，この唾

産業ももろにかぶり，成長になれてきた家具企業の体質

や経営環境の転換を問われるむずかしい状況である。

このようなとき，表記のテーマがあたえられたこと

は，《‘木がもちつづける温もり，木肌のやさしさ，静か

に過去を語ってくれる木目”のあるほんとうの木製家具

が，今まで生唯され消費者をたのしませてくれたか，へ

の反筒と，今俊のあり方を，木材生産者と加工業者が一

体となって繕えるためと思われてならない。

2現況

職後の量的肱火に対する木製家具業界の現状を直硯し

てみると，

1）家具はすでに生産過剰ぎみであること

2）家具は大通販売的な商品でないこと

3）家具はいまだ欧米のごとく必需品的特性が乏しい

こ と、

4）家具の生産と流通のパイプが円滑でないこと

5）家具の生産加工技術の標準化がいまだ確立してい

ないこと

6）家具を収容する住宅空間の襟準寸法があいまいで

あること

7）消費者の1i雌入志向にマッチした商品計画が十分検

討されていないこと

8）家具生産者の経営姿勢がぜい弱で一貫性がなく，

また経営避樅がよわいこと

等が指摘されよう。

家具産業は,昭和35年ごろまでは家具と名がつけば自

動的に売れていたように，生産が需要に追いつかない時

期があったが，それ以降は消費者の選択がきびしくな

り,また質的絡驚が企業によって目立ってきた影響から，

企業間の競争がはげしくなってきた。しかしマクロ的に

はその後の高度成長のおかげと，新商品開発の名のもと

に，育児，入学，婚礼といった従来のパターンにのって

職入されていた家具類のほかに，11柵，飾り棚，ライテ

ィングビューローから壁面家具や部屋の間仕切り用蒙具

聯多,隙化された家具の生産が増加して，いわゆるインテ

リア産業の一環としての成長をとげてきたのである。



しかし石油ショック以来の暗いトンネルに入ったわが

国の経済環境下で，家具産業は他産業と同じように，生

産性は沈滞し企業の利益率は極度に低下してきている｡

このようなときに，消斑者の家具に対する見方は一段

ときびしさが増し，手造りの味とか木のよさを強調した

木製品がみなおされてきたと思われる。しかも商緬では

なく，手ごろな価格で高品質なものへの希求が耐まって

いることも事実である。

このような思考の背景から家具材料の変遷をおもいか

えすと，まず本来的なソリッド材加工は戦後ぽっつり糸

が切れ，輸入材である南洋材およびその合板が木製家具

材料として大きなウエートをしめてきた。とくに収納用

繍物家具や机，テーブル等の｢｢I板は，フレーム・コア・

ブラッシュ．パネル桃造（フラッシュ職造）とよばれる

木製枠組にわずかばかりの桟木を入れて両而に合板や化

粧板を接肴した，中空にちかいタイコ張り板が利附され
たのは，戦後まもなくであった。

なにゆえにこのようなフラッシュ構造が採用されたか

は，戦後の貧しい円本的なチエが，木材の利用をこのよ

うな形で節約し，また軽猫化した，安易な加工に走らせ

たと考えられるが，一方，木材乾燥という加工上の原則

からみても，家具用の硬磁な広葉樹を自社で人工乾燥し

うる家具工場は少なく，また技術的に未熟であったのに

対し，需要は旺盛をきわめた結果，フラッシュ椛造によ

る木製蒙具は全国的にひろまったようである。

しかしフラッシュ椛造の弱点である反狂性は家具の品

質向上にネガティブな作用をし，その対策として芯材.に

ハニカムコアやロールコアといわれる紙質のものが開発

され，煮たパーティクルポードがパネルの芯材として利
用されてきたのはご承知のごとくである。

さらに戦後とくに発達した石汕化学から新しい合成樹

脂接蒋剤や塗料が生まれ，また表面加飾板として，合成
樹脂を含浸したクラフト紙と表面パターン紙の破届から
なる化粧板が，家具表面材として大量に生産されてきた

のである。そして，ここ5，6年前から，フラッシュ柵造

による化粧板の家具は中級品以下の商品群に入り，天然

の蝋重木による突板表而材のオーバーレイ家具が定藩し

つつあり，また一部の家具は，民芸調家具として手作り

の味を十分発揮したソリッド的家具や針葉樹の家具も生
産され，家具のマーケットは賑やかになりつつある。

3．木材の感触と色調

工業材料として木材をみるとき，材質の不均一性，隅
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朽性，燃焼性などに難点を認めるが，木材のもつ独特の

材感，すなわち木目の感触は他の材料の追随を許さぬ魅

力があり，建築内装材料，家具木製品など人間に肌で接

触する材料として，今後とも大いに利用されてゆくであ

ろうことは疑う余地がない。この木肌のもつ味わいが人

間の心理にいかように及ぼしているかを，著者らがかつ

て女子大学生（約60名）を対象に婚礼家具材料の指針

と思って淵在した結果から述べてみたい。

心理的捌悲方法はS.D法（セマンティック･ディファ

レンシ1'ル法）を採用し，実験に供した木材試料は日本

木材加エ技術協会から市販されている日本産主要木材の

材鑑50樹樋のうち,柾目,板目，色洲，木理など木材表

面に特色のある28樹種を選んで実施したものである。

S.D法は簡易にいえば，たとえば材質の明るさをと

り上げた場合，「明るい感じか，暗い感じか｣,を被験者

に質問し，それに対し「非常に明るい｣｢やや明るい｣｢ど

ちらともいえない」「やや暗い」「非常に暗い」というよ

うに解答を5段階に分けて答をえる方法で，解答方式を

記入法にしないで直接被験者から口答をえて実施したの

は，多くの形容詞群を用意する場合の系列効果による歪

みをさけるためであり，その結果のみを以下に記すると

次のようであった。

＜評illliのよかった樹種＞

カヤ，イヌマキ，ヒノキ，ネズコ，ミズキ，クリ，シ

ラカシ，イヌエンジュ，アオダモ，キリ，ハリギリ

＜評価のよくなかった樹種＞

イチイ，トドマツ，カラマツ，タプノキ

＜評価の良否の明確でない樹種＞

トガサワラ，アサダ，ブナ，ミズナラ，アカガシ，ヤ

マグワ，ホオノキ，クス，シナノキ，ヤチダモ，ケヤキ
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以上の結果は，供試木片が小片であり，これが製品と

なったときは異なり，しかもある時期のある年代層の場

合であって，時代とともに，また性別によっていろいろ

変化すると思われるが，この調査の範囲内では，板目模
様で色調の濃淡のみだれが少ない樹種が好まれており，

色調の性格があいまいでムラのある材而の樹極はきらわ
れているようであった。なお，マツ，スギについては，

葉朴であるが空虚感があり時代遅れぎみな樹極，と評価
していたが，近年針葉樹の家具がフィンランド，スウェ

ーデン等北欧から導入され，わが国でも･その製品力布場

にあらわれてきたが，売れ具合は一部の高年代層に好評

な現象と対比すると，まだまだ蓋い女子願には口本人の

過去からいだいていた針葉樹の白木の染肌に対する魅力

は乏しいと思われる。またナラやカシ材料を日本的な樹

種と回答していることから判断すると，ローズウッド，
マホガニー，ゼブラなどの天然突板が家具表面材として

もてはやされていた影響から，重厚なバター臭さのある

材料を洋家具とみなしてきた感覚がこのような結果にな
ったのではないかと思う。しかし，ここ1，2年前から，

古典的な表面処理より変性アミノ系塗料による白っぽい

広葉樹の仕上げ家具のほうが，ヤング向家具として需要
がふえつつあることは，時代の変遷が色洲にある種の流

行を生みつつあることも否定できない。

や潤いを消費者心理として求めていくとおもわれる。こ

の裏付けとして，最近の中小企業振興事薬団での家具の

購入動機調査では，新築・増改築により購入した応接セ

ットは33.1％,食堂セット21.2鰯,結婚を機会に購入し

たものとして婚礼用収納セット50.4％,食器戸棚20.7％

と，脚物家具においては住意識の高度化からの伸びが向

上していると報告している。また家具の需要動|句のう

ち，今後ますます増加するであろう規格化住宅に合わせ

て，ユニット家具やビルトイン家具の新需要も見込ま

れ，さらに年齢別に育児用，学童用，婚礼用家具の従来

のパターンから，ヤング層の家具へのI附入意欲の高まり

が認められ，一方老齢化社会への移行から老人の休息，

医療等に適した新しい開発家具も考えられるのである。

このように多様的に家具の商品企画を想定しての家具

材料を吟味すると，ソリッドまでいかなくても芯材にラ

ンバーコアか良質のパーティクルポードに表面材は少な

くとも0.5mm以上（現在0.2mm程度）の厚みのあ

る天然突板を接符した価値ある家具（主に滿物を対象と

して）と合成樹脂化粧板を用いた量産的な中級家具の二

極化傾向は今後ますます明確になるであろう。

ごく最近のことであるが，カナダのある有力家具メー

カーが日本の家具メーカーと技術提桃するた油に来日

し，わが国でも技術的に満足される木工会社をつぶさに

見学した結果，カナダではこのような安易に家具を生産

している会社はみあたらない，といって提携の契約が破

れた事例がある。カナダでの家具用木材は，伐採後の板

材の天然乾燥は約4年間実施し，その後人工乾燥でゆっ

くり乾かして十分乾燥歪みを除去してから加工に移行さ

せるのに対して，日本の家具メーカーは数カ月の天然乾

燥からすぐ人工乾燥にうつし，しかも十分コンデショニ

ングした調湿処理がなされていない点を指摘していた。

わが国の木工作業をみると，作業標準の設定，安全管

理技術の確立が不十分であり，また木材材料の乾燥とい

う基本的処理の認縦が弱く，研磨・切削・研削技術の改

善や加工精度の吟味がなされていない，場あたり的な生

産管理をよくみうけることは残念でならない。今後は加

工技術の原則にのっとり，しかも技能者は単能的技術の

習得にかたよらないで，木取りから組立てに至る作業の

一貫性を体得しなくては良質の木製家具が生まれないこ

とを認識すべきである。さらに加工技術と協調して家具

自身の商品性を造型的に発揮するための材料の選択臆家

具の商品開発の基盤であることも忘れてはならない。

（おおいまかもや・埼玉県工芸試験場長）

4．これからの家具材料と生産技術

産業構造審議会生活用品部会家具小委員会がごく最近

発表した報告番によると，家具に対する需要の過去およ
び今後の見通しとして，次表のごとき年平均のｲII1ぴ率を

示すであろう，と記戦している。

金額でみると,昭和40年における家庭用家具は225,353

百万円，事務用家具75,300百万円，昭和50年ではおのお
の490,342百万門，148,119百万円に対し昭和60年では

家庭用家具は1兆円を多少オーバーし，馴務用家具は1

千7百万円という数値になると推計している。また家庭

用家具の購入心理は，かつては必要桃→予算→観察→職

買から，今後は｛｣猶識の追求→欲望への満足度の検索→

行動→購買→アフターケアの要求へと変化し，家具需要
はたんなる必要性の追求のみでなく，生活環境の豊かさ

内需の予測（伸び率）
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<技術問題再見＞
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秋田スギ林の択伐と恒続林思想
｡■ー

畔や｡'同9響働1
凸一、△！‐･ロ』冒痔＝司一

山 内倭文夫

終始これを推進した岩崎準次郎技師の努力のあと

である。『林業技術』誌がここに着目し論争発掘

のテーマとして，まずこの問題を選んだこともま

ことに意義が深いと思う。

まえがき

歴史はくりかえすといわれるが，林業において

も例外ではないようである。その適例を天然更新

と人工植栽との変遷に求めることができるであろ

う。今から半世紀をさかのぼる大正末年，国有林

では明治以来の特別経営の大面積植栽の不成績に

悩み，ドイツ国におこった自然復帰主義あるいは

恒続林思想に刺激された近代天然更新法の導入を

急いだ。昭和4年（1929）には，農林省所管国有

林に施業集約度贈進に要する経費予算がI劇会協賛

を得て成立し，天然更新現行時代をむかえようと

した。ところが，時の民政党政府によって計画さ

れた国有林整備事業が始まって，この画期的国有

林振興策もわずか1年にして消え去り，ほどなく

満州事変を契機とする第二次世界大戦へと戦時態

勢が拡大し，軍需材供給の至上命令ならびに戦後

復興材調達の重荷の前に国有林においては最も安

易な大間職皆伐人工植栽に頼らざるを得なくな

り，せっかく芽ばえた近代天然更新も生長を遂げ

ることなく衰退した。ところが終戦後30年を経

た今日，山村人口の過疎化に伴い林業労務事情が

悪化し，再び天然更新への関心が深まりつつある

ようである。

森林更新技術の舞台がまわって今，天然更新の

出番を迎えたとしても，いたずらに前車の轍を踏

むことなく，精綴な科学的分析にもとづく新機軸

に立脚して立派な成果をおさめることが大切であ

る。この際，われら戦前派が思い出すのは，秋田

スギ林の択伐作業を創案し,論争の渦中にあって，

天然更新現行への過程と恒続林思潮の浸透

明治32年(1899）に開始された国有林野特別経

営事業によって施業案編成がすすむと，利用可能

な天然林に対し初めて独・鯛に習った各種の天然

更新作業が計画された。けれども，林業集約度の

低位性と作業体験を持たない直訳的立案は実行者

を当惑させ，良木掠奪と跡地の放任を余儀なくさ

れ，ほとんど後継樹の発生生育を期待しがたいも
のであった。

大正時代（1912～1926）をむかえると施業案検

討･が行なわれるようになり，従来の実績から天然

更新法に対する改善の必要が痛感される一方にお

いて，各地に特別経営による大面積不成紙造林地

が現われ，その対策に腐心するに至った。

これよりさき林業先進国ドイツにおいても大面

積一斉造林地の成績不振が造林学上の問題とな

り，自然法則に韮礎をおいた造林法あるいは森林

有職体の維持向上を目標とする恒続林作業が提唱

されるようになり，わが国でも先覚者によって彼

地の近代造林思潮の研究成果が学界誌に紹介され

るようになった。

ここではこれら論文の内容の詳細についてふれ

ている余裕はないが，注目すべきいくつかの論旨

を紹介し，わが国天然更新発達への影響をさぐる

に止めよう。
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大正初期に天然更新の必須要件としての稚樹発

生条件を秋田，青森の滞制時代の厳罰主義保護政

策に求め得たのが戸沢(又)博士（大Iﾖ本山林会報

第507号)であるが,作業'体系や収稜保続までは及

んでいない｡植村(恒)博士(大日本山林会報第404

大正5年,431～432号大正10年)は独・塊の造林法
が「天然後ｿ耐」を原則とし人工を加えて天然の生

産力を矧進する作業綱領を紹介し,実例として,マ

イル氏天然原則に従う造林法，ワグネル氏条状択

伐法，エングレル氏択伐作業法を略説して近代天
然林施業に関する啓蒙を行なった。寺崎博士（山‘

林彙報大正9年1月,林学会誌第13～15号大正11

年）は，国有林経営上革新を要する蛎項として，

大面積造林を敬遠し,天然更新,とくに択'伐作業に

転換すべきことを強調し，森林経理法として，ビ
オレー氏照査法がすぐれていると説き，各地営林

局管内に択伐試験地を設け観察を行ない，天然林
の構造を2類4種に類別し，択伐林型の創案に先

鞭をつけたことは注目すべき業絞であった。小出

（房)博士(大日本山林会報第50号大正14年）の

論文中メラー氏恒続林に関する所説は，わが国に
おいて，恒統林施業を細介した般初のものであ

ろう。恒続林については，昭和2年（1927）にな

って，東京営林局から，局長平田慶吉蒋務官がメ

ラーの原著を訳した『恒続林思想』が公刊され，

大いに少|｣:技術者を刺激したことも忘れてはなら

ない。

早尾(丑)腱林技師(山林業報第20号大正14年）

は，第一次世界大戦後欧州名国の施業が皆伐作業

の反自然性を不合理とし，天然更新尊璽の気運が

強いことを紹介し，わが閏における森林施薬の方

向を示唆している。

昭和2年（1927）河田蒸林蕊試験場技師は，国

有天然林調査計睡をたて，これにもとづいて各営

林局の「森林植生調査」が始まる。目的とすると

ころは，天然更新実施上の生態学的甚礎資料とす

ることであった。

太田勇次郎農林技師は欧州出張から帰ると，す

でに早尾技師が着手していた天然更新現行計画案

の作製に従事し，昭和4年（1929）ついに「国有

林施業集約度増進に要する経費」の国会通過を実

現せしめている。

秋田スギ林択伐作業の特質

この作業法の第一の特質は娃準林型において顕

著にみることができる。基準林形は，樹師別，地

位別に大(50cm以上),｢I1(20～50cm),小径(20

cnl以下）に径級区分し，それぞれ正三↑0形の頂

点に立木を配瞳し，中径木は大径木の中間に小径

木は中径木の中間に配置するよう組み合わせ，広

葉樹はスギの1'1間に位置せしめた複合型をとって

いる。創案者は，現実林における立木位i徴が平均

してこのような配置になっていると主張している

が,ここに多くの批判が生まれているのである。

次の特質は，この施業法においては，伐採後の

後継雅樹の発生生育を助長するためのいっさいの

人為的補助作業を排除し,n然推移のまま，いわ

ゆる受種状態の終うのを待つという陰忍の態度を

つらぬいていることである。このことは，後述す

るように，和|n囚次郎，中村贋太郎両博士らが秋

田スギ択伐作葉における重大な問題点として痛烈

に批判しているところである。

もうひとつの特質は，この作業は伐採品猟定に

必要な因子である輪伐期を定めないで，林分の連

年生長量による新しい方式を採用していることで

ある。この点について，和田博士は収砿保続上の

不安を指摘しているが，当時の新進学者はむしろ

賛意を示すものが多かった。

岩崎技師が創業した秋田スギ林択伐作業は，こ

のような挫礎事項にもとづいて数学的，森林生態

学的に繋然と定型化された施業体系をもつもので

その実行にあたっては原型をみだすことをきつく

いましめた結果，保残木配置を著しく困難にした

り，伐採後の稚樹の発生がきわめて少ないという

実感はおおいきれなかったようである。

秋田スギ林択伐作業法に対する批判

国有林では，大正末期からすでに各営林局が近

代択伐作業の施業計画を始めていたが，天然更新

現ｲj･を前にして，林学会は昭和3年(1928)春季

大会では「近時の森林施業法に対する造林学的考



察」という論題で討論を行なっている。この討論

に参加したのは研究報告者6名，討論者9名であ

って，これらの人々の恒続林施業あるいは単木択

伐作業に対する所見を類別すると次のようであ

る。

（1）従来の皆伐作業による人工植栽の欠点を究

明しその改稗方法の研究に進むべしとするもの

（和ﾛ1国次郎外2名）

(2)，小而職作業（皆伐，傘伐，人工械栽を問わ

ず）を実行すべきであるが，択伐作業を困難と

するもの('.II村賢太郎外6名）

（3）択伐作業を可能とするもの（ｵ’十|||脳臘次郎外

3名）

であってﾉ<勢は日本における択戊作業実施に対

し，批判的であった。

この討論会を契機として，まず和11l博上の現地

視察の結果にもとづく秋田スギ林択伐作業に対す

る批判論（昭和6年，1931）が林学会誌上に魂わ

れ，時を移さず岩崎技師の反論に続いて太ﾛI臘林

技師の天然更新現行計画の釈Iﾘlと秋|｣|スギ林択伐

擁通論が同誌上に掲載され斯界の耳目を集めた。

一方，東大中村教授はこの間しばしば造林学関係

著茜，雑誌に天然更新一般あるいは特定の秋田ス

ギ林択伐作業に対する悲観的主張を述べている。

＜和田国次郎博士の批判要旨＞

和nllW｣.:は，当時すでに還暦をすぎていたが，

帝室林野局御用掛の現職にあって，御料林のみな

らず一般林業界の大目付的な権威ある存在であっ

た。和圧I博士の択伐作業に関する所論発友には，

前記昭和3年春季大会討論（林学会誌昭和4年，

1929）のほか，「択伐作業の法正蓄穣及択伐額に

就て」（林学会誌昭和6年,1931)，「青森ヒバ林及

秋出スギ林の択伐作業に就て」（林学会誌昭和6

年）がある。

簸後に示した論文によって秋出スギ択伐作業に

対する批判の要点を分析してみよう。

和田|噂士の鋭鋒はまず，岩崎準次郎技師の「あ

えて著しく人工を加えないでも天然更新ができ

る」との信念のもとに跡地の保育作業を極力排除

したことに対し「時日と労費を厭わなければ，旧
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藩時代におけるがごとく，択伐作業を施行して天

然更新を遂行することは決して不可能ではあるま

いが’偏陽性のスギ碓苗は，択伐後数年間手入を

おこない生育を保謹促進するとともに補脳をする

のでなければ’現実林程度の林相に更新すること

は困雌である」ことを主張した。ついで択伐林形

を取りあげ，岩崎技師はこの幾何学的立木配置を

避準として択伐を行なえば，ほとんど技術上の知

識経験を排たなくても容易に選木ができるから国

有林のような人lki機の森林に対しては適している

という考えらしいが，岩III奇技師がnら避水した基

準林でも，雌準林形のように大,!+',小径水が配

世されていないで’大径木の代わりに中径木2本

を，中径木の代わりに小径木2本を立て，あるい

は大径木ばかりを立てて中，小径木を欠き閉鎖過

密の部分があることを指摘し，この択伐林形によ

る選木は創察者の予想したように容易なものでな

いと断じている。

和Inl#|:は秋田スギ林の施業法として，海抜

600m以上の高所の針広混交林に対して天然更新

を行ない，それ以外は人工植栽によるべきものと

結論している。

なお和田博士は’秋田スギおよび青森ヒパの択

伐作業において’伐採量算定にあたり，林分連年

生長風を採jl1し，輪伐期による算定法を排してい

ることを指摘し，施業案編成規程に違反し，収穫

保統上の不安があると難している｡これを要する

に和III博土の所論は，秋田地方でスギを主体とし

た択伐作業は困難であって，岩崎技師の幾何学的

林形の適用，伐採後の跡地に対する人工的保育作

業の拒否はともに創案者の意図に反し，選木の困

難性と更新不安定を示すもので「自然復帰」や

「森林有機体存続」の思想に反するものとの所信

を披漉したのである。

＜岩崎技師の和田批判に対する反論＞

岩崎技師は昭和6年，欧州における視察旅行か

ら蹄凶すると直ちに，和田博士の批判に対し，

「秋田杉林の択伐作業に就て和田博士に答ふ」と

題する反論を林学会雑誌（第13巻第5号）に載

せた。
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岩崎技師の反論はスギ稚樹の発生生育の問題か

らはじまる。同技mMは仁鮒，柳沢両試験地と隣接

の保残水更新地とにおける稚樹と地床植物との共

生状態を比較し，開放状態の保残木更新地よりも

択伐跡地のほうが更新上有利であることを認め，

このことから一般に上脳木の分量が過大でなく，

林冠の水平閉鎖が度を超えないところに惟樹が斑

富でこれに反するところに稚幼樹の生立が乏しい

とし，秋田スギ林の大半が前者に属し，椛幼樹が

多く，更新は確実であると主張して，間接に和剛

博士の視察観想はあやまりであることをついてい

る。

つぎに和田博上が秋田地方の天然林施業は皆伐

人工植栽を主体とすべしとしているのに対し，つ

ぎのように答えている。まず秋田スギ林地帯が地

質上国土保安を必蕊とすることと，秋田地方の皆

伐植栽林が局部的生長差を生じ，絲局全面一様の

収漉が不可能となり，部分的に施業を異にする集

約な小而職作業を採るほかなく，単純作業の特質

が失われると説き，秋田スギ林に択伐作業を採っ

た理由を明示した。

幾何学的択伐林形については，択伐林が於本的

に保有すべき要件として，造林的条件が許す限り

最大径級の直径が大きいこと，径級別本数分配Il1l

線がなるべく緩傾斜を示すことをあげ，この要件

を満たすような瀧準林形は,樹種，地位，立地(傾

斜度，傾斜方向）ごとに異なるものと考え，械準

となるべき林相12種とこれに準ずるもの5種を

厳逸し，それらの立木構成状態を調査した結果に

もとづき，樹種径級ごとに正三角形頂点に立木を

配間する職造を想定したと説明し，正三角形配i灘

は現実林から帰納した平均値であって，反|§I然的

でなく，この林形を目標として施業することによ

って林分環境条件を整え完全な生育を遂げ最大収

税を永続することができるゆえんを解明しようと

した。

妓後に秋山スギ択伐林の伐採量について次のよ

うに答えている。原則として秋田スギ林の伐採戯

は，林分ごとに択伐林形表に示された伐採後の材

職と，伐採予定林分材砿との差を求め，全作業級

を総合したものであって，収謹保続を危くするよ

うな過不足は起こらないと自信ある反論をしてい

るのである。

この岩崎技師の反論は，一応筋の通ったものの

ように思えるが，稚樹発生生育の現状認識と，立

/kの正三角形配置の当否については，いままでの

ところ-|一分批判に答えることができたかどうか問

題が残されているようである。

＜中村博士の批判＞

秋田スギ択伐作業に対し長期にわたり終始反論

を提示したもう一人の代表的造林学者に，当時の

東大教授中村資太郎博士がある。4｣村博上は昭和

3年春季林学大会の討論の際はもちろん，それ以

降，口本の択伐作業に対し懐疑的であり，秋田ス

ギ林の視察によって，しばしばその苫調:や雑誌

に，岩崎技師が創案した秋、スギ択伐作業に対す

る評論を発表している。本誌紙数に限りがあり，

一々採用する余裕がないので，ここでは，昭和14

年（1939）西ケ原刊行会出版『択伐林』巾「秋田

スギ林」の項に示されているところを一例として

引用して博士の持論の一端をつかんでもらおう。

中村博士の持論はおおむね和、博上に近いもの

であるが，ひとしく秋田地方に皆伐人工植殺が安

全確実な更新法であるとしながらも，和田博士が

入､職作業を認容していると思われるのに反し，

,ﾄ'村博士は小面積作業を可としている点に相異が

ある。

幾何学的択伐林形について中村|#上は，秋田ス

ギ林の大部分が一斉林型で複|勵林（択伐林形）が

少なく，択伐作業の全面実施は無理であることを

指通し「択伐林として樹木の服三角形配置を重視

して居るが，森林の実情を知っている人に対して

は，かかる計画が机上の空論にして実行できない

所以を説明するに及ぶまい」と揃烈に否定し去っ

ている。また立案者がひたすら立木配置の法正を

厳守し，あたかもそれによって林分構造も個樹の

生育も，稚樹の下種も順調にすすむと予想し，疎

開を極端にきらって，天然更新補助作業を排除す

る偏行を難じ「天下泰平で痴人の夢に過ぎない」

と極言している。



＜太田農林技師の援護論＞

論争･当時農林省III林局において国有林施業に関

する中枢責任者であった太田勇治郎技師は，昭和

6年（1931）林学会雑誌第13巻第4号に「国有

林における天然更新作業に就て」と題する論文を

寄せ，天然更新計醐が過度の現行でない実態を明

らかにするとともに秋田スギ択伐作業に対する四

面の楚歌を沈祢させるための擁護論を発表した。

太田技師は,天然更新現行の母体である｢国有林施

業集約度増進予算」についてその目的と事業の内

容を次のように要説し，いたずらに択伐作業の拡

大を図ろうとしたものでない旨を弁Iﾘjしている。

大正10年（1935）国有林野特別経営事業が完了

すると事業費は経常部のみとなり，しかも年々減

額の一途をたどった。この国有林経鴬不振を挽回

するため，管理林区制にもとづく一樹林署一事業

区を原則として営林署贈設を進泌，それによって

従来の天然更新作業の集約度増進，皆伐作業林分

中優位の天然林を天然更新に改訂し，米利用施業

制限地の択伐作業開始，皆伐跡地の幼齢天然生育

地の整理改善を行なうことを計画した。その結果

天然更新面積20万町歩，皆伐fl業による天然生

育地面積12万町歩（皆伐作業全面積195万町歩

の6％）がこの作業の対象となったが，これは天

然更新面積を著しく拡火しようとするものではな

かった。

また秋田スギ林択伐作業については和旧批判の

第一点稚幼樹の発生生育の不安に関し，「長く放

憧した天然林がただ一回の施業で直ちに下種発生

しないのは当然である」とし，適当な陽光を入れ

地温の上昇をはかって有機物の分解を促せば広葉

樹が侵入し落葉が推積し，地床状態は改善される

が，それには相当長期間を要することを覚悟すべ

きである。秋田の場合も性急な後継樹成立の期待

をおさえ，是非批判|時期尚早論を立てた。

太m技師は幾何学的林形には直接ふれることな

く，つぎに述べる伐採戯算定に関する釈IJ]I;|.，基

準林型の必要性を認めているが，必ずしも三角形

配置に賛成しているものではない。

天然更新作業の伐採量算定は蓄積と生長量を基

23

本とする秋田方式を支持しながら，この場合材積

測定が正確でなければ施薬計画をみだすおそれが

あるとする和田批判を肯定し，すすんで単に材積

標準ばかりでなく，林分椛造を明らかにし，さら

に径級別の伐採歩合をも厳密に規準を示し，さら

に附冠配分，径級配列にも十分注意をしなければ

ならないと，おおむね秋田杉基準林形の存在意義

を認めている。けれども先にもふれたように，幾

何学的立木配置をも是認しているものと速断はで

きない。

むすび

このようにして，秋田スギ林択伐作業について

の論争は，わが国が米曽有の長期戦時態勢に突入

するとともに，終息する。しかし，秋田スギ林施

業は，創案者岩崎技ililiが終戦直前の昭和20年ま

で秋田営林局に在職したにもかかわらず，次第に

皆伐作業に転換され，さしも所信を堅持して譲ら

なかった幾何学的択伐作業も創案者の離任ととも

に瓦解し，その素志を謹持する由もなくなった。

昭和23年（1948）には天然林のスギ蓄積は

1,350万1n87標準年伐蹴約15万nl3で,戦前の昭

和14年(1939)に比べて，蓄積において35万nl39

標準年伐量において20万1nS減少した。しかも

伐採瞳は標準量の4倍，実に60万In3という膨

大な戯を強要されるに至った。ここにおいて秋田

営林局は，秋田スギ保続の危磯に直面して，森林

経理学の泰斗佐藤弥太郎教授と造林学の権威中村

賢太郎博士との指導のもとに，天然林施業法を確

立した｡その内容は主として,指導者中村博士の持

論を実現したものであって，小面積皆伐を主体と

し，択伐作業を存続する区域も現に択伐林型をそ

なえている所と国土保全上林相の急変を許さない

部分に限って岩崎式単木択伐を行ない他は群状択

伐に改める方針を採ることとなった。このように

して，幾何学的択伐は局部的に存続し名目を保つ

ことになったが，その後も増伐態勢はゆるむこと

なく続き，この中途の歯止め対策も効果がなく秋

田スギ天然林の消滅が憂えられているのである。

（やまうちしずお・元教育大学教授）
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’し

木闇路は，江戸時代に制定された五街道

の一つ，中山道の一部である。江戸から
にえかわ

行くと，賀川から始まって，奈良井・薮
み

原・宮ノ越・福島・上松・須原・野尻・三
どのつ虫ごまごめ

留野・妻撤・馬龍の十一宿をいい，そのほ

とんどが御三家の一つ尾張藩領であった。

ここ数年にわたるディスカバー・ブーム

というか，ふるさとブームで，この木曽路

の旅は11＄ならぬ賑わいをみせた。島崎藤村

の生地である馬箙，江戸時代さながらに復

元された妻舗，そして季節により時刻によ

り，美しく色を変えてみせる雄大な恵那山

の山容，たしかにブームを呼ぶにふさわし

い，自然と人文の景観である。しかし，春

秋の季節のよい時に訪れてみると，ジーパ

ンに長髪，またはまるで女性週刊誌からぬ

け出してきたような女の子チャンの群れ，

また群れ。とても旧街道情緒を味わう大人

の旅はできそうもないムードである。

それを悪いとはいえない。私自身も，そ

の旅をあおる雑誌（るるぷ）を作って，売

っているのだから－

＊ ＊＊

たしかに木簡路の春は美しい。11.1の裾の

方では，コブシ,梅，桃，桜が,一時に花開

く。私の旅をした4月下旬のことである。

遠くの高峰には残雪が白く輝やき，それで

いて里は，春たけなわなのである。沢の南

斜面だけは，すでにカラマツが芽吹いて，

うっすらと淡緑色をみせている6北斜面は

いまだに冬。裸木の枝が，寒そうに風にゆ

れている。空は高く晴れているのに，そし

て青く澄んでいるのに，見上げた近まは，

何となく薄曇り。これこそ花曇りなのだろ

うか，満開の桜の花びらを，ピンクに映え

させず，白っぽく見せて，春を惜しませる

イジワルさ，とも思える。

私たちの走る国道19号線は，旧中山道に

沿った快適な新道である。谷を縫う自然な

カーブ，古い宿場も石碑もアシというまに

通り過ぎる。その沿道の畑の中に，老木の

しだれ桜が満開の花をつけているのが目に

留まる。初めは通り過ぎてしまったが，次
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の時は遠くから目につくので停まることが

できた。道ばたに車を寄せ，まだ何も樅わ

っていない畑の中の小道を登る。名前があ

るではなし,囲われているではなし,ただの

しだれ桜なのである。見れば幹は年老いて

洞ができ，大枝は枯れているものが多い。

それでも，たくさんの若枝が出て，そこに

白に近い淡紅の花をつけている。近くで見

ると，花は小さく，1本1本の枝についた

花はチラホラ，という感じ。

車を降りて見たのは1度だけだが，それ

から先，気をつけていると，ずいぶん多く

のしだれ桜がある。アシまた，と喚声を挙

げているうちに，珍しくなくなってしまう

ほど。遠くからでも，その白い花の滝が，

見分けられるし，離れて道から眺めるくら

いがいちばん美しいことも，そのうちにわ

かってくる。

＊ ＊＊

しだれ桜で，いちばん印象的なのは木簡

禰島にある興柳寺のll|等雨桜という名木であ

ろう。この寺は15世紀に木曽氏が雌てた

もので，尾張藤の木曽代官であった山村氏

の醤提寺である。看雲庭・万松庭という二

つの庭園があって，これがみものになって

いるが，せっかく4月下旬に訪れるなら，

ここの目玉商品はこの時雨桜ということに

なる。観音堂のすぐ前に，堂前をおおうよ

うに枝を広げているのだ。

木曽義仲手植え，と低えられているが，

もしそうだとすれば800年の樹齢というこ

とになる。道ばたで見たしだれよりも，少

し紅色が濃く，それも巴・山吹と2人の美

女を侍らせた義仲の，花の香りを伝えてい

るのだろうかと思わせる風情だ。

また，興禅寺庫裡の入口には，美しく波
11ぅ＊め

を描いた白砂の瀞目に，紅の濃い桜の花び

らが散りしいて，鮮やかな文様を造ってい

た。こんなに色泌い桜は，何という品籾な

のだろうかと，オ|噸料を払う受付で，しつ

こく聞いてみたけれど，「知りません」の

一言で片付けられたのが，いまだに残念で

ある。

白砂と紅桜，それがこんなに美しい対照

を示す木曽路の聯は，きっとわずか5日く

らいのものだろう。花のほころび初めで

は，白砂は無機物の白砂で，冷たくとり麓

ましているだけなのだ。「花は盛りに’月
<玄

は隈なきをのみ，見るものかは」と言った

古人の心が，今さらながら偲ばれるひとと

きであった。

＊ ＊＊

もう一カ所，心に残る花の古寺は，富ノ

越の徳音寺である。ここは木曽義仲が,母

の欝提を祈り，平家追討を願うために建立

した古寺。木曽八景の－，「徳音寺の晩鐘」

でも知られるところ。山門前のわずか20

歩ばかりの参道には，石仏が並び，その背

後に桜が咲いている。

乏しい私の知識では，桜はソメイヨシノ

らしい。東京で見ると，何か薄汚れて見え

るこの桜も，古めかしい山門や石仏を配し

て見ると，なかなかの風備である。IIWれて

いた空はそのままに，ちょっと風が強くな

ったな，と思うまにｲ吹雪。

見返れば山門のかなたに，白雪を頂いた

水曽駒の山頂部だけが，前山の上にのぞい

ている。その真白さが，よけいに里の脳や

かな巻を，きわだたせている。

宮ノ越の旧宿場は，この徳音寺を北の端

としてほんの一並び，新国道からは外れた

ものの，昔を偲ばせる家並みは，あまり残

ってはいない。

＊ ＊＊

花の木曽路のしめくくりは，鎖原に残る

桜の花演。1nlll花笈の作品（風流仏）にも

取り上げられている贈物で，今も細々と続

いている。ガイドブックにあった老師人和

瞳というのは，駅筋の雑貨店。さんざん尋

ねた後で，折箱に入ったそれを求めた。お

見合や結婚式の時に出る，桜湯のもとであ

る。桜の花の塩演，といってしまえば簡単

だが，昔はもっと帷やかだったという。
しゆく

柳が青み，紅梅が盛りの，宿の南外れ定

勝寺の門前茶屋でも’同じものを売ってい

たが，大和屋のよりも少し高かった。
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今

思いがけない悲しい事件だった。

「なに？森彰君が西之烏新婦で遭難した

？」電文をよみおわると，思わず私は，事務

長（パーサー）をみかえした。「とても信じ

られない／」

1975年の10月下旬，私は，東海大学の海

洋洲査船､望星丸”（1,200トン）に乗船し，

京都大学・和歌山大学・鳥取大学・東京教育

大学・奈良教育大学・地衝調査所の仲間とと

もに，この船をそのまま東にむけて航海すれ

ば西之島にたどりつける，フィリピン海の海

山の調査をしていた。悲しい電文を手にした

私は，「森君の死を悼む電文」をしたためる

ために，あわてて研究室にもどった。

森彰君は，すばらしい宵年だった。かれ

は，東京工業大学の大学院に鱗をおき，火山

の研究をしていたので，西之烏新島の噴火が

はじまると，異常なファイトをもやし，チャ

ンスを生かしては，調査航海にくわわってい

た。明朗な学生であったが，聞きださなけれ

ば，東京工業大学の大学院の学生だというこ

鍵
繍
騨
ゞ
》
．

ゞ
Ｉ
簿
＃
輔
学
１

壷
財

一・＝

。

海底火山

に挑む 西之島新島での遭難

麺

イ

ともわからないほど，頭の低い青年だった。

西之島新島の研究に情熱をもやし，そして西

之島新島で，若い命を失ってしまった森君に

たいし，私は，どこにもぶつけることのでき

ない悲しみを感じる。

一西之島踏査記」（東海大学出版会）という

本を{'1版した。この本のなかで，森君は，西

之島新島での上陸作戦の体験を，つぎのよう

に回願していた。

「今回の新島は，じつに肺かでした。は

じめて西之島の噴火を見たころとくらべ，

不恩議な感じさえしました。頂上に登り，

まわりを見渡してはじめて，新島の大きさ

についての実感がえられました。新島は怒

ることもなく，ただ静かに，われわれの調

査を見守っているようでした。しかし，未

知のものを見る喜びとともに，未知のもの

の恐怖はつねにあり，正直にいえば，上陸

してからは，ヒザがガタガタし，本船に戻

ると急に緊張がとけ，休中の力が抜けてし

まいました」

ここに紹介した森君の文章のなかに，いつ

燃発を再開するかもしれない火山にたいする

人間としての素朴な感情が勘:びのなかに，に

じみでている。

この澗査に参加するメンバーのなかに，は

伊
豆
舟
胤

０
８

、

I丈鵬 太
感動が人間をはぐくむのだろうか。

私は，西之島の調査のため，2回，この島

へいった。第1回目は，1974年の3月のこ

とであったが，噴火がはげしく，そのうえ，

海も荒れていたので，上陸することはできな

かった。第2回目は，1974年7月のことだ

った。はげしい論争ののち，このときは，2

日間にわたり合計511誉間30分の上陸作戦に

成功し，生まれたばかりの新島を調査した。

森君とは，3月の調査のときも，7月の調

査のときも，いっしょだった。このときの経

験と研究成果をまとめ，なるべく多くの人た

ち－たとえば漁業にたずさわる人たち－

に挑んでもらおうと思い，東京工業大学の小

坂丈予教授と私が編集をし，「海底火山の謎

平

称

西
之
島
新
島
Ｉ
‐
岬
」

●
６
月
ｕ

小
等
垂
蝋
請
島
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|麗鯛鑿藤灘皐鰭懸
の上陸作戦にまでくわわったのだから，かれ

の感激には，なみなみならぬものがあったの

だろう。同番のなかで，森君は，つぎのよう

にも苫いている。

「いま，こうしてく西之烏での体験＞を書

いていると，西之島調査団にいれてもらう

，ために，出港まぎわの最後のさいごまで，

＜人夫でもいいし，なんでもするから乘船

させてください＞と，岸瞳でねばりぬいた

ことが，懐しく思いだされます。時間がな

かったために乗りすてにした車一この車に

｜乗るたびに，なつかしく西之島のことを恩

｜いだします」
こんなにも元気で，青春の傭熱を西之島に

かたむけていた森君が，かれにとっての第4

回目の西之島調査で，若き命を失い，24才

の生涯を閉じたのである。どんなにか残念で

あったろう。

森君の遭難をつげる電文をうけとっても，

癖
§

フィリピン海④真中にいる私には，どうする

こともできなかった。この調査がおわると，

私は，かれの逆難した当時の模様を知ること

ができた。

A新聞には，「西之島新島で海に落ちて死

ぬ－東工大調査員」という見出しで，事件が

20行の記事になっていた。また同紙の「調

査ドキュメント」には，つぎのように，わず

か4行の記那でかたずけられていた。

「午前10時40分，東京工大の地質澗査グ

ループ，森彰さん(24)が波にさらわれ，死

亡。午後にかけて救助作業を手伝う」

この簡単な記事の行間に，ありし日の森君

の姿をおもいうかべると，やるせない気持に

おそわれる。西之島新島へ上陸し，澗査をし

たときのかれの活動が印象的であったため

に，ますます，たえられなくなってくる。

.‘
溌
函

’
雛

月

騒

１
１

事故

西之島こそ，森君の命そのものだった。

森君といっしょに調査したときの新島は熱

かった。噴火活動がおわったといっても，童
1974年3ｲ月

だ新島は溶鉱炉のようだった。地下タピのこ

げる臭いがしたり，足が熱くてたまらなかっ

た。片足を交互に空中にあげ，冷しては歩く

という調査だった。フラミンゴの生態を人間

がくりかえしているようだった。岩石の標本

をビニール袋にいれると，ビニールがすぐに

溶けてしまうのも，印象的だった。

このような条件のなかで，森君は，東京工

大の小坂丈予教授といっしょに，もっとも高

温な山頂の調査をつづけ，100度まで計れる

留点温度計では不十分なことがわかると，山

をかけおり，360度の留点温度計をもち，ま

た山へ登っていった。将来の航空測量のため

に，航空標式を2カ所にたてるときには，か

れは険縄をもち，走りまわっていた。「まる

で地獄のようだ」といったかれのことばのは

しはしに，自然のもつ偉大な力にたいする，

謙虚な姿があった。

西之島に魅せられたその森君は，いまはい

ない。西之島に捧げたかれの熱情は，永遠に

西之島とともに生きていくであろう。〈続＞

うこ皀然との鍵涛

脳？…Y観

東海大学

海洋学部教授

圭
月

”●吟 §かとL

木斌
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私が植物の生殖に興味をひかれたのは,もう25年も前のことであるが，この

研究の歴史は古く，18世紀の終わりにさかのぼることができる。昆虫と花の

蜜との関係である。多くの花が昆虫の助けなしでは全然結実しないという事実

の発見である。花粉の役割が明らかでない当時としては，昆虫の助けを借りて

花粉を柱頭に運ぶという面倒なことをして何の利益になるかと多くの学者がい

だいた疑問であった。しかしながら，受粉や受精の真の意義がわかるには重複

受精の発見までまたねばならなかった。ついで，植物ホルモン万能時代がき

た。そして現代は分子生物学全盛時代といえる。植物の性の科学もその例外で

はない。

ところで1年生，2年生植物にとっては性，生殖はまさに死を意味する。花

がつき，種子ができれば必ず枯死するからである。したがって，植物の若さの

標識は花がつくまでとされることが多い。ある生理的齢に達すると斑境要因に

反応しやすくなるからである。植物も動物も時間的齢に関する限り老けこむ一

方である。しかし，捕物では生理的活性を標識とする齢なら若がえりも可能で

ある。また，植物では岩い，いや赤ん坊的な場所(分裂組織)と老化した場所が

一生の間同居しモザイクになっている。その赤ん坊的な場所で花をつけ，性が

きまり，結婿し，種子という子孫を残すことは植物にとって一生のうち最大の

或業である。花は美しいと感慨にひたっている余裕などないであろう。

さて，植物の生殖にはどういう問題があるだろうか。まず花は植物の生殖器

官であるから，花がどうしてできるかは植物学者の関心のまとである。花咲か

じいさんの灰に相当する物質がえられれば,いつでも花を咲かせ,果実を入手で

きるからである。地球上の位祗により,季節で日長と温度が変わり,それにうま

く反応した植物が花をつけて四季の景観を与える。これが鮒1の問題である。

バクテリアにも性がある。容易に雌が雄になったり，その逆もおこる。それ

ほどでなくとも，植物の性の別はあやふやなものである。キュウリでも花の発

生のはじめには雌花にも雄花にもなりうる。雌雄異株植物では性染色体で性が

きまるが，途中で性が転換することもある。完全に＄→旱のようなことはなく

とも，雌でもあり雄でもあるという間性(スイバ)がおこることもある。高等植

物では動物のような特別な男性・女性ホルモンによって性が支配されることは

ないようである。

下等植物では性ホルモンが分離されている。私が研究材料としていたシダ植

物では糒子をつくる造精器形成が純粋な結晶形でとられ，化学構造も決定され

ている。シダを1,500個のフラスコ中で培挺し，その培縫ろ液302から20mg

の白色粉末がえられたのである。化学的には植物ホルモンのジベレリン関連物

質であった。残念ながら造卵器の場合については何もわかっていない。高等植

物の場合は単独に性のみを花から分けてとりあげることはできず，性がどうし

て決まるかの前に，花がどうしてできるかが問題となる。花のことがわかれば

性も自然とわかるにちがいない。

おしべの論の巾で花粉がつくられる。花の成長とともに花粉袋の'|･'で雄の配

偶子（動物の精子に相当する）をつくる作業が進んでゆく。そのためにく減数

分裂＞という複雑なプロセスをへればならぬ。一方，めしべでも同じように雌

の配偶子（胚のう内の卵）をつくるのに一生懸命である。こちらのほうは将来



"果”になる子房の胚珠，将来実になる所でおこることである。減数分裂をし

なければならぬことは花粉と|剛じである。減数分裂は下等生物から高等生物に

茶るまで共通におこる生物学上最も基本的な問題であるにもかかわらず，;腹雑

なため研究は進んでいない。これが第2の問題である。

花粉ができると，それから虫，水，風動物などによって運ばれ，結局めし

べの柱頭につくことになる。ここで花粉が発芽し，花粉管が伸び，卵細胞まで

粘核を運ぶ。受精というドラマが終わると，卵は分裂して胚をつくる。かくて

IIﾘﾐ乳をもった種子ができ，次代の子孫を残すことになる。受締は動物のウニ卵

やメダカ卵でよく調べられているが，植物ではまだよくわかっていない。しか

し，電子顕微鏡などの進歩でかなり明瞭にはなってきた。

受梢が終わると，種子(実)の形成と果の成長が開始される。果実が最後に成

熟するまでにはいろいろな障害もある。たとえば6ﾉ]落果とよばれ，かなり成

長してから落果がおこる。アブシジン酸という植物ホルモンが関係している。

果実が成長するた必には脚:体からいろいろの栄鍵が通ばれてこなければなら

ず，花粉や未熟砿子･からはホルモンのような刺激物便が作用するはずで，果物

がだんだん大きくなる。果の発育には実の存在がきわめて重要で，実はいろい

ろなホルモンの生産の中心場所となっている。

植物に果実がつくと，それが植物全体の物質代謝の中心となる。葉でつくら

れたいろいろな物質は大部分果実に集まる。植物には茎の先端とか，根の端と

か，若い果実とか年輪をつくる形成層などの分裂して成長する場所がいろい

ろあるから，供絡される栄縫が限られるなら，その間に競争がおきることにな

る。采と実の成長のプロセスを追求すること，これが鮪3の問題である。

果実が形成されればそれで終わりかというとそうではない。果実の後熟とか

過熱といわれる生理現象が興味をひいている。果樹からもぎとってから10～

20日目の間に果実が突然，急に呼吸がはげしくなる。果物の中のでんぷんが

分解して糖分に変わったり，色づいて黄色になったり赤くなったりする。やわ

らかくなるのはペクチン質が変化して可溶性ペクチンになるからである。この

ような成熟にエチレンガスが璽要な役割を演じている。果実の成熟ホルモンは
●

エチレンであって，はげしい呼吸をするころ，エチレンもたくさん形成される。

雌も雄も正常な生殖細胞をつくるのに，自家受粉をした場合，自家受輔種子

がえられないことがおきる。この現象は生物学的にみて非常におもしろく，自

己と非自己を識別する反応とみることができる。＜自家不和合性＞というのが

それである。分子生物学や核酸学の立場から追求されている。自己と非[l己を

区別する反応は免疫生物学でよく知られており，目象不和合性は抗原抗体反応

に似ているところがある。この現象は栽培植物に広くみられ，そのため自家受

糖による純粋な系統ができず，品種改良の障害になっている。この障害克服の

手段は研究され，ある程度実用化されている。どういう原因で自家不和合性が

おきるかにはいろいろな学説が提唱されていて，今後も発展が予想されてい

る。第4の問題となるゆえんである。

般後は生殖器官の人工塒誕のことである。植物体から切り離された場合の生

殖器官の成長の変化，栄雄要素との関係，果実の変化等を知ることである。

以上5つの問題は植物学上の興味のみならず，腱林業に密接にかかわる蕊が

らでもある。次号からこれらの問題に触れながら話をすすめていこうと思う。

後一
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洋種カボチャの主軸につくられる

花の性型の変化。a・菰子なし(単

為結果）の雌花jb巨大な雌花

と貧弱な雄花；c、正常な雄花と

正常な雌花id.正常な雄花j

e発達しない雄花（ニッチらか

ら）
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流域源流帯における水収

支の動態

東大農山口伊佐夫

水利科学No.107

1976年2月p.16～37

流域内における職林の水文的職能

について，実測結果を中心に論議を

加え，豪雨災害および水資源保全に

対応する河川開発のあり方，まだ上

流流域の管理のあり方に対して見解

を述べている。

以下，森林と水についての認識，

森林と水との関係に対する糖神的概

念からの脱皮，流域内における降水

量と流趾の関係，流域内における降

水の追跡，流域内における直接流

蹴．地下水戯の降水量に対する配

分，河川1M発と森林との関連，につ

いて図表を入れて詳しく述べられて

いる。

流域源流部における充実した森林

管理の必要性が強調されるが，それ

は有用材･を蓄積した美林のみを育成

することではなく，山林を安定し，

森林を保持するに有効な治山工事，

砂防工事等を含めた形での充実した

森林管理である，としている。良好

な森林の経営と災答防止，水資源保

全とは共通の方向性をもつが，有用

材の取得の方向性のみを追求すると

きは，得てして逆の結果をまねくこ

とがある，と注意を喚起している。

作業姿勢と健康

日体大塩谷宗雄

林材安全No.324

1976年2月p.10～15

作業姿勢として基本になっている

ものは，しゃがんでいる姿勢，椅子

に腰かけている姿勢，立っている姿

勢であるとして，それを代表するも

のとして現図工，事務員，旋雛工に

ついて，胸椎と腰椎のレントゲン写

真をとって椎体の変形を調べ，腰ま

がり，健康状態を述べ，改善策を提

示している。

このなかで，林業労働について

は，苗畑の草引，鍬仕事，苗引など

のうずくまり中腰前かがみ作業と，

伐木，枝払，玉切などの中腰前かが

み作業に分け，さらにアンケートに

よ鳥自覚症状澗査を行なっている。

紬局，蔽畑と伐木の健康状態は集材

や造林にくらべて悪いとしている。

体力測定などを行なって，その改善

策を提示している。

これからの林業経営に資

する新間伐法

熊本・林務観光部渡辺定元

林経協月報No.173

1976年2月p.10～17

この間伐法は，生態学的な理論を

基礎として，林分のうちで最も競争

の行なわれている準優占木層（中

圃）を主体に間伐し，比較的太い経

済的に価値ある素材を生産しつつ，

人工林を複屑林に導き長伐期の人工

林を造成するにあるとしている。

以下，新間伐法の基礎理論，新間

伐法について，図表を入れて詳しく

述べている。

経営的特色は，第1回目，第2回

目の間伐の経済性を確保し，また長

期間にわたる間伐を持続させ，そこ

から得られる総収入を高い，結果と

して収椣量の減をきたさずに新植面

職を減少せしめることを目的とした

もので，高密路網体系と結びついて

初めてその効果が発揮されるもので

あるとしている。

霜柱，凍上による山地斜

面の破壊と侵食に関する

実験

名大農高泰朋

日本林学会誌58－1

1976年1月p.23～27

鰯柱，凍結の発生機能などの基礎

的研究は多いが，それらはほとんど

平地を対象としており，平地にくら

べ気象，傾斜など立地条件のよりき

びしい山地にはその研究成果をその

まま適用できないとして，そこで，

山地の霜柱，凍結による破壊，侵食

の実態を明らかにするために，昭和

48～49年の一冬期を実験期間と

し，この間を凍結初期，凍結最盛

期，凍結融解期の3期間に分けて実

験，斜面内の電気抵抗値，地温，凍

結深度，侵食土砂量および実験地で

の気温などを測定し，その結果を取

りまとめたものである。

以下，実験対象と方法，実験結果

と考察に分けて報告されている。裸

地斜面での霜柱，凍上促進の原因と



なる水分の供給と移動の範囲は地表

から深さ20～30cmまでであり，

凍結土層内の土壌総造の破壊の原因

である氷層の発達の状況は，その深

さの含水比と凍結土層内の電気抵抗

値の関係から推測できるのではない

かとしている。

材価からみた保続表

青森局・計画課佐藤一男

青森林友No.329

1976年2月P.36～44

国有林の収砿規制は材蔽収職の持

続的供給を節一難として行なわれて

いるが，価値収砿，すなわち「質」

の存在を考慮の外においてもいいと

は言い切れない，として，趾として

は満足された保続表がはたして収碓

価額の面ではどういう推移をたどる

か，価値を与えてみたものである。

価値保続を図るというとき，いろ

いろの難しい前提を必要とする。な

かでも「単価」をどういう方法で採

用するかである。過去の実績は較差

が大きすぎるとして，現時点の価値

をとらえ，これを韮準に今像の木材

価絡の推移した数値を相乗させるこ

ととして，ベース単価の採川，材価

上昇率，その他合理的な前提を設け

て，単mliを決定している。

営林局管内の国有林について，保

続計算表を分肝した結果，価値総収

穫の面においても均衡が保たれて推

移していることが裏付けられたが，

これには，林道網の拡充整備，保育

間伐の実行，択伐林分の更新補助・

保育作業の励行が前提となってい

る。価値収稜統制は時期尚早とはい

え，価値の高い針葉樹が過伐され，

価値の低い広葉樹が残される，とい

う資本侵食があってはならないとし

ている〔）

柱上作業を安全に行なう

ための樹上腰掛の考案に

ついて

合川営林署吉田留五郎

機械化林業No.267

1976年2月p.28～32

集材撒の架設撤収作業において最

も困難，かつ危険性の多い作業とさ

れている柱上作業において，安全に

作業できる装置として，樹上腰掛を

考案したものである。

その樅造は，腰掛の支柱を絆にま

わしたロープによりシメとネジを使

って締めつけるものであり，取付け

は確実で作業中にゆるんだり，はず

れる不安はない。また，不安定な姿

勢で操作することから軽量なものと

するため，ほとんどの部材をパイプ

構造とし，さらにプラスチック製品

を使用している。総璽量は4kgで

ある。

図を入れて構造および規格，使用

方法，使用結果および効果，が述べ

られているが，もちろん強度試験も

行なわれている。

ヒノキ人工林からの天然

下種試験

えびの営林署綾部誠司ほか

暖帯林No.355

1976年2月p"18～27

人工林からの天然更新は，条件が

比較的単純化され，天然更新成立の

いくつかの過程について，系統的・

実証的な資料が得やすい特長があ

り，それらの資料の集積によって成

功，失敗事例解析の手がかりを得

て，天然更新技術体系化を図ろうと

しての事業化現地試験の中間報告で

ある。

現地試験は，天然雅樹成立林分を

31

発見して，その林分の施業法を明ら

かにする試験と，稚樹発生促進から

スタートする試験，を行なった。

以下，献験地の概要，試験区の配

臘と調査の方法，現在までの調査結

果，が述べられている。

過疎地における林業開発

一緑の工場に百億円の夢

島根大中尾鍼

山林No.1102

1976年3月p.4～12

島根県匹見町は，町単独の過疎対

策事業・「緑の工場」椛想による町

常造林計画などをおし進めてきた。

この西日本で第一位の過疎山村が，

激しい人口流出の過程で，どのよう

にして2,000haの町営造林を実践

したか，その事業のめざす理念は何

であったか，その成果をどのように

評価するか，などの視点から論じ，

過疎の地に，やがて立派な実を結ぼ

うとしていることを報告している。

以下，町営造林の内容，町営造林

と公的磯関造林の関係，町営造林に

よる雇川機会の拡大（緑の工場)，

町営造林の投資額と財源，などにつ

いて詳しく分析している。大谷町長

は「将来は100億円をこえる貴重な

収入をこの町にもたらす財源」（緑

の工場）と評価している。

スギ・ヒノキの直かざし

（1）

京都府大田中貞雄

京都の林業No.208

1976年2月p.2～5

林業技術交換全体研修会における

識演要旨である。じかざしの沿革,

土壌水分との関係，活着問題，じか

ざしの方法，その応用脆囲などが述

べられている。
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一

林野庁は2月25日，昭和50年のしかし昭和49年以降は，石油シ需要瞳とほぼ

木材需鶏夷織見込みと,5,年の需給ﾖｯｸに端を発した不況により,綴同じであり，農林鶏
見通しを作成しました。済成長は急速に鈍化し，そのため木2年間の落ち

戦後の木林需要量は，前年より減材需要凪も49年は前年の4％減と込みの激しさを示しています。

少したことは2,3回ありまし＝==－－‐このように2年続きの落ち

たが全体としては,年々 増加昭和51年の木材需給込みは,国内の木材産業およ

予測の概要ぴ日本に木材を輸出してい愚の一途をたどってきました。

ちなみに昭和20年は1,836－蒲外国，特に東南アジアの国

－このように2年続きの落ち

込みは，国内の木材産業およ

L，び日本に木材を輸出している

蒲外国，特に東南アジアの国

々に対して産業，経済面のみならず

雇用面においても大きな打撃を与え

ています。

昭舸151年の木材需給鯉は1lm140

万nl3と予測されていますが，これ

は前年爽績見込みを4.3影上回るも

のとなっています。

今回の予測を需要・供給別に見れ

ば，まず需要量は，51年の経済成

長率や住宅建設戸数がやや_|ﾆ向きに

なるものとして予測しています。

なりました。さらに50年は，前年

よりさらに14影も減少し,9,720万

In3の冊要堕となる見込みです。

この数字は6年前の昭和“年の

万nl3,昭和30年は4,031万rn3,昭

和40年は5,038万nl37昭和48年に

は1億1,758万'ln3と大幅に哨加し

ています。

昭和50年木材需給見込みと昭和51年木材需給見通し（単位：万m3)

要 供給

厩雨F面砺悪~薮｢繭溺|輸入材｜年次
JドE

W8J

数製材耐|パﾙプﾊ】総
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注：太衷には薪炭用材を含まない（）内は対前年比である 林野火災の主原因は

たき火の不始末

たばこの投捨て
表･1林野火災による被害の推移

|‘5年“’ 47484945年

林木の育成は，厳しい自然条件の

もとで長期間にわたるたあ，各種の

災害に巡う機会が多く，しかも一度

被害を受けるとその回復はきわめて

困難である。この森林被害のうち，

林野火災については，ひとたび火災

発生をみると，傾斜地であること，

水の確保に困難が伴うことなどから

消火作業ははかどらず，膨大な損害

を被ることとなる。

49年の林野火災についてみると，

(表.1）件数は戦後股高の8,351件

を記録し,焼損面職も1万900haと

前年を24％上回るに至っている｡ま

た,損害額においても34億円とここ

｜
出
焼
損
一

’数（件）

積(ha)

(百万円）
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而
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硝防庁「消防統計」

表･2林野火災の主な出火原因の推移 (単位：件）

’ ｜
’

45年’16

7,0337,101 4:"'i:",i:,儒警
1,1752,8092,58030．9

1，3102，2362，07824．9

4558806427．7

394658Z929.5

1，2072，2282，25927．0

~砿蜘避-鑿
たき火

たばこ

火遊び

マッチ・ライター

その他

９
６
０
８
８

０
３
８
５
２

８
２
８
６
２

，
９

９

２
２
２

Ｑ
ヂ
９
８
座
今
８

７
３
０
。
グ
ー

０
７
７
５
９

１
１

９

２
１
１

2,094

1,918

624

611
ノ

|_翌壁
消防庁「消防統計」



供給量については，国産材は，都

道府県に委託して実施した「素材需

給動向調査」および国有林の伐採計

画により予測したものです。

また外材は，総需要量から国産材

の供給量を差し引いた量を充足する

ものとして，主要部門別の需要愚，

過去の輸入すう勢を勘案して推定し

たものです。

この結果，国産材の生産量はほぼ

前年なみとなっているものの，総供

給量に対する割合はわずかに下って

34.3影となっています。

このような国産材の落ち込みは，

戦後に植栽した造林水がまだ伐期に

達してないことや，林遊の|)M設の遅

れ，あるいは山村の過疎化による林

業従事者の高齢化などが大きな原因

といえます。

5年間のうちの般問となっている。

次に,49年の林野火災の出火原因

をみると（表・2)，たき火の不始末が

31影を占め，次いで，たばこの投捨

てによるものが25％となっており，

両者を合わせると56％と出火原因

の過半を占めているが，この傾向は

最近の5年間においてもほぼ同様と

なっている。これらによる出火の危

険性は，森林レクリエーションを目

的とした入林者の増加に伴って年々

著しく高まっており，森林・林業の

健全な発展を図っていくうえにおい

て，林野火災の未然防止，早期発

見，早期消火はもちろんのこと，入

林者および地域住民に対しては，森

林愛池精神の啓蒙や瞥及，防火意識

の徹底等を図るとともに，早期火災

発見のためのパ|､ロールを行なうな

ど，森林保全巡視体制の充実強化が

葹要となっている。
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：＝

＝

冒地上80～800kmの上空には，が変化力蛍大きいので，時間によ三
＝：

＝l ニー
ー

ヨ大気を構成する気体の分子が太り季節によりまたは地域によっ二
言
三陽エネルギーによって電子とイて電界強度が変化して音声が強三
＝ ＝二

言'オンに分難され電気を帯びた暦くなったり弱くなったりするフ三
三 三

三が，地球をおおっています。こエーディング現象が起こりま言
冒 三

三れが電離層と呼ばれ,4~30ﾒガす。これが短波放送にとって頭三

℃壽噛鱸職雲短鑿蔑懸鑑欝厚菫
冒返る性質をもっています。たダイヤルの同調幅が狭いため三
i 三＝

冒これより良い波長（中波）のに調整が難しいうえ時間がたつ冒

冒暇波は電離膜で吸収され,より波と同細ズﾚが起こって聞こえな三三 二
言短い電波（超短波）は電離層をくなるクセもあります。これら三
! =＝

！言突き破けてしまいます。の不安定性がありながらも小電三

℃言"鰯駕醐欝放繍駕蕪鰯這
：＝

三M放送に使われている超短波は広大な国土をもつ国の広域国言
弓

冒電離層を利用できず地上をはっ内放送などに活用されていま三

嘗て伝わるのに対して,短波放送送す。言
冒は地表と電離層との間を何回もかつてはﾖー ﾛｯパ諸国の植臺
言反転して伝わるので到達距離は民地・属領との連絡放送や軍事三
三 ＝

言きわめて長くなり，比較的小さ通信･謀略放送などに活用され三
＝ ＝

冒い出力で非常に広範囲に伝えるましたが，最近では自国のPR=
昌 三

三ことができるのです。を目的にした国際放送に力をい三
二 ＝

弓しかしながらこのような利点れる国が多くなり，現在アメリ三
三 三

三をもつ短波放送には欠点もあり’ 力，ソ連を筆頭に日本向けの日三
亘 三

言ます。それは電離屑に依存して本譜放送は国連を含めて17局三
旨 舅

三いるがゆえに太陽活動の変化にあります。これに対してわが国三
目 盲

冒よる電離層の電子密皮の変動にではここ2.3年中学生を中心冒
冒影響をうけやすいことです。電にしたヤング層の問で遠距離短冒
三 ＝

弓子密度が減ると地上から放射さ波放送のファン(BCL:Broad=
三 三
言れた短波は電離届をつき抜けてCastingListenerと呼ぶ）が三
三 冒
冒宇宙に逃げてしまいます。角度激増しています。このブームの胃
三
三が垂直に近いほど，周波数が高背景には，世界の脳波をキヤッ三
＝

＝
三

冒いほどその可能性がふえます。チできる高感度受信機が比較的三
三

言このために発信地の近距離に竃安い価格で手に入るようになっ三
＝ 三

三波の到達しない区域ができますたことがあげられ，この爆発的三
＝

＝ 二＝

三 （跳躍現象)。売行きで不況の電機メーカーが三
言 言

三電離層の電子礎度は，夜間よ一息ついたという譜があるほど言
三 言
冒りも日中が，冬よりは夏のほうです。 匡
三

E＝

＝

現代用語ノート言
三

三
三
二＝ ＝二
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本蕃は，カリフォルニア大学楠

物学の教授であるハーバート.

G･ベイカー博士のlGPlantsand

CivilizatiOn''二版,1970年ワー

ズワース社出版の訳書である。著

書は，これまで国際進化学会会長

カリフォ･ルニア大学植物園長をつ

とめた械物学者で，専門は，遺伝

学，生態学，進化学を統合した種

適応学genecologyで，植物と

動物の進化の機構，植物の生態，

伝柵，移動の機構，雑草の特質と

進化，熱榊悩物の生態・遺伝学的

調査などで著名である。木世}:は，

著者の大学での講義をもとにまと

められたものであるため，内容的

には，両度の植物学の専門的知識

を必要とするものである｡しかし

ながら，また一方では，著者の幅

広い専門分野からも推察できるよ

うに，本灘は単なる植物学の教科

書ではなく，文明の進歩の中で，

植物が果たしてきた役割を，植物

の伝擶，移励，進化等の観点から

解説した読み物として素人にも-卜・

分興味の持てるユニークな内容の

書物である。

本脅は，15の章より織成され

ており,1～Ⅳ章は総論的に有史

以来の械物と人間のかかわりあい

を解説したものである。特に興味

をひくのは，第Ⅳ章において，コ

コヤシ，ヒョウタン，サツマイモ

等，6種頚の臓物について，具体

的な考察を加えながら，コロンブ

ス以前の時代における新旧両世界

の文化交流の可能性は，植物の利

用の面からは根拠がないとしてい

る点である。

つぎにV～XIV章においては，

コムギ，トウモロコシ，マメ類，

ゴム，樹木，薬用植物等について

それぞれの植物がどのように人間

§繍；

ハーバートG

ベイカー著

篁雷雲壼訳

植
物
と
文
明

われわれ人間の場合でも，よく「胆の

うに石がたまった」などということが

あるが，あれは石とはいっても，有機

物だということであるが，この写真の

結
日
申

ハ、’順央にぁ為金米鰭のよう葱もの臆,こ
ゅう酸石灰の結晶である。われわれ人

間の場合，このくらいの結晶（長径で

60ノルmぐらいである）が入っていたら，

痛みを感じるものだろうか。この結晶

が入っている丸く膨らんでいる細胞を

異形細胞と呼んでいる。この細胞を包

んでいる姻膠の細胞は普通の柔細胞で

ある。それ以外の上下に走る条は繊維

の細胞壁である。しゅう酸石灰の結晶

は，ここに見られるような集晶のほか

に’砂のような砂晶，針のような針

巨夛”,釧総が鱸に鱈…東職｡蟻‘
＝二コいは艮住のような柱昴，さらに菱形あ
'一一一ノるいは方形など樹種によって祁々 の形

ビラで細胞内に認められる｡(瀕一ミナリ
ー一

ァ200×）（林試須藤彰司氏提供）
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に利用されてきたかを，植物

の伝播，移動，進化，改良の

観点から，あるいはその利用

にまつわる歴史上の出来事を

おりまぜて解説している。Ⅲ

およびⅣ章を含めて，この人

間と植物の物語は，主として

熱帯地域を原産とする植物が

多いこともあって，これらの

地域での腱林業にかかわる仕

事にたずさわっている人には

もちろん，これらの地域を旅

行する機会のある人々にも’

軽い読み物としてぜひ一誌す

ることをおすすめしたい。

最後のXV章「人間に関す

る植物の将来」は著者が本書

を書いた意図を示すものであ

り，光合成生産物の効率的な

利用方法の改善の必要性を具

体的に提言している。著者の

意図は日本語版へのはしがき

において次のように述べられ

ている。「私たちは，光合成

に依存して，食糧を碓保しか

らだをつくり，エネルギー供

給を得ている。最近のように

石油資源を得ることが容易で

なくなればなる程，またまた

木材や天然繊維や植物油の役

割が再認識されてきている。

一方において，今や地球上の

植物は，消費とのバランスを

考え，環境の破壊的使途から

これを守らねばならないとい

う認識が高まっている。私た

ちの文明生活を築くのに，植

物が果たしてきた役割を理解

することは，私たちの子孫に

有用な植物の生命の特質を守

り，さらに|淵発していく上で

役立つと思われる｡」

（林野庁弘中義夫）

1
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｡｡■

r司三言加

ある城主の生活

さくらがほころびはじめた3月のあ

る日，郊外の史跡とみどり多い町を踏

査のた必部下M市内の三輪というとこ

ろを訪ねる機会を得た。M市は，都の

南部に位置し，35年頃からベッドタ

ウンとして急速に人口が増加し，部下

の267111|!第2位(26")を占めている

ほどである。三輪地区は，このM市の

東部にあってその東側が川崎市に，南

西部が横浜市に突出した丘陵と股耕地

がつらなった田園風景豊かな環境にあ

る。それは，この地区が都市計画法上

澗整区域になっているからであろう。

そこに，開発から守られ麗見川に突

出した丘陵のほぼ先端に標高72m*

西’南北それぞれ200mほどにわたる

小さな中世城跡の沢山城がある。城郭

は三郭からばり，北面のゆるい斜IIjの

ひろが三の郭らしかった。この斜面の

北端には，当時の素掘りによる古,:戸

が原型をとどめて残っていた。この郭

の南は低くなっていたが，そこは次の

郭との間にあたる空濠（からぼり）で

あり，そこから更に南に4～5m,l.1iW,

ところにこの郭があった。北側の空襟

に面した羅線はいわゆる屏風折の状態

をなしており，前面の敵を射撃するの

に有利に築かれた棟子がうかがわれ

た。その西側は竹林の急斜面であり，

そのまま谷戸に落ちていた。二の郭の

東には浅い空濠を隔てて一段と商い－．

の郭があり，その頂に上面堂（日蓮宗

の守護神で上面大菩薩を安置した堂）

が建っていた。

この上に立って周囲を見渡すと，眼

下に鶴見川に展けてゆく谷戸が見ら

れ，小さいながらも戦厩l時代の堅固な

城であったかの爽感を味わうことがで

きた。

ところで，この沢山城は別名七面山

とも称され，その山裾に城主ならぬ所

有苔O氏が幾業を経営して頑張ってい

るのである。

われわれがこのo氏宅を訪ねたとき

は木人は留守であり，お子さんの案内

で200mほど先の林に入ったら炭窯特

有の臭がして煙がただようのが見えて

きた。ここで炭焼きをしておられた老

人がO氏であった。今年79才とは思

えない元気さである。林に続く伐跡か

ら臆商校のお孫さんとお母さんがクヌ

ギ，コナラ，エゴノキなどの原木を一

輪車に積んで楽しそうに逆んでいた。

o氏宅では毎年この山から自家用の燃

料(伐期10年とのこと）を確保してお

り，いま焼いている木炭も今年1年間

の使用分だと説明してくれた。（ちな

みにその窯は先代から60年間使用し

ているものとのこと｡）その闘葉には，

3年前の石油パニックなどは別世界の

できごとのように感じられた《》

その帰り道，茶畑の細い道を通って

o氏宅に戻ったら，軒下には壁土で造

られた製茶用の妙り器（焙烙）も目に

入った。文化財･である歴史巡産を背に

した自給自足の生協とれこそ今日的

社会からみると安定した典の文化生活

ではないだろうか。(K.S生）

この欄ぱ編集委員が担当しています
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若齢林分の保育問題

■その多面的な検討■

13

森林の保育と病害

佐藤邦彦

まえがき

造林樹種以外の樹木や草本類が過度に繁茂したり，造

林木の生長にともなって過密状態になると陰湿な環境を

つくる。しかも林木は被圧をうけて衰弱し抵抗性を低下

して病気にかかりやすくなり，さらに伝染源となる罹病

木や中間寄主も放置される結果，林内の病原菌の密度が

高まる。そのため，病原菌の繁殖一伝掃一感染一発病一

まん延に好適な不衛生で不健康な森林になる。これを防

ぐ手段が保育であり，痛害防除の観点からの保育を特に

衛生保育と称する（伊藤1952)。適切な保育は，最も林

業的な環境改善作業で，かつ衛生的作業であり，森林病

害の造林的防除，林業的防除あるいは生態的防除などの

中心となっている。

保育による病害防除は薬剤防除に比べれば緩慢だが，

持続的であり，長い間には予想以上の効果が現われてく

る。なぜならば，病害は一般にまん性的なので，継続的

な林内微気象や林木の生理生態的変化によって長い期間

には大きい影響をうけるからである。ここに森林病害防

除の鍵があり，林業的防除が成り立つゆえんである。し

かも保育は林内くまなく実施されるので，病害の早期発

見には最もよい濃会でもある。

しかし，保育のすべてが病害防除にプラスの効果だけ

を与えるものではなく，マイナスの而もあり，これを避

けるための対策も必要である。

筆者は林木病害と保育との関係の分野に対しては，以

前から関心を持ち，できるかぎり資料を収集し，公表も

してきた(蒼林1965,林業技術者のための森林病害予防

の常識1965,実践森林病理農林出版未刊)。このたび

は，これらを基に解説し，読者各位のご参考に供するこ

ととする。

I保育と林木病害発生との関係

伝染性病害は，主因（病原体)，誘因住に環境)，素

因（寄主の病気にかかりやすい性質）の3つの因子がそ

ろった場合に，はじめて成立するもので，これらの因子

が互いに激しく作閑した場合には大被害が起こる。これ

らの因子を発病にマイナスの方向にコントロールするの

が防除である。

保育によって病木や罹病部位を除去し，あるいは病原

体の中間寄主を除くことは主因を除いたり，その密度を

低下させることである。また，林分を疎IIMして受光量を

増し，空気の流通をよくして|陰湿な環境を改良し，林木

の被圧による虚弱化をさけ，さらに病原体と林木とが接

触して感染発病することを抑えることは，誘因をマイナ

スの方向にコントロールすることになる。次に，保育に

よって林木を健全に育てて病害抵抗性を高めたり，罹病

樹の樹勢を高めて回復力を増進することや病害の感受性

個体や病気にかかりやすい下枝などを除去することは，

林木の葉因を除去あるいは軽減して抵抗性を闘めること

1こ通ずる･

保育作業の林水病害発生におよぼす影響のうち，プラ

スの面すなわさ防除効果を分類盤理すると次のようにな

る。

①病害の早期発見…保育全般。②林内環境の改良（病

原体の繁殖，分散，感染，発病まん延の予防）･保育全

般。③林氷の健淡増進による病害抵抗性と回復力の増進

･･･保育全般。④針葉樹林分への広菜樹の導入混交による

防除…間伐，枝打ち，つる切り。⑤罹病木，侭病部位の

除去(伝染源の除去)･･･下刈り，除間伐，枝打ち。⑥罹病

木からの接触感染の予防一間伐，枝打ち，下刈り，除

伐，つる切り。⑦さび病菌の中間寄主および各種病害の

共通寄主の除去･･･下刈り，除伐，つる切り。③病害感受

性個体と感受性部位の除去…除間伐，枝打ち。

保育のおくれた林分に環境の激変を起こさせるような

強度の保育を行なった場合や不適切に実施した場合に誘

発されるおそれがある被害，すなわち保育のマイナスの

面としては次のようなものがあるので，対策が必要であ



る。

1)林内環境の激変一気象害（寒害，凍裂，日焼け，風

害)一各種葉枯性，枝枯性，ルリ枯性，根株腐朽性病害…

過度の除間伐，枝打ち，つる切り

2)林木の′k長促進による発痛誘発（ヒノキとつくり

瓶)…間伐，除伐

3)林床へのさび病菌巾|剛寄主，各種蛎答共通寄主仙物

の侵入…除間伐，枝打ち

4)枝の切口，伐木作業による傷害部からの腐朽繭,11m

枯枝柚病菌の侵入･･･枝打ち，除間伐，つる切り

5)伐根の根株腐朽菌による侵害が林木の発病を誘発．．

'胤伐，除伐

Ⅱ保育による林木病害の防除

病害防除の観点からの保育（衛生保育）と育林上の一

般の保育との間には，基本的には大きい差異がなく，実

行面では一般の保育に病害防除作業をも組み入れれば，

多少の労力と経費を増すだけですむ。

しかし現地では，アカマツ新植地の下刈りの際の省力

のため，葉さび病の多発林地の激害苗に多数の中間寄主

のノコンギクやシラヤマギクが接触したまま刈り残され

ていたり，ほとんど生長の止まったカラマツ先枯病の激

害木が全く除伐されずに残され，これが原因で多額の防

除費を要した実例などがある。このように，病害に目を

|句けず磯械的に実行すれば，防除目的を達することがで

きず，せっかくの好機をのがすことになるので，森林の

保育には，衛生保育が含まれていることを強調しておき

たい。この目的達成には，まず育林技術者の森林病理の

知識を高め，現場の作業員に十分な教育ができる態勢が

必要である。これまでの例でも，現場の作業員により悪

質な病害が早期発見された例が少なくないので，その教

育効果は期待できる。

なお，育林上からは下刈りが終わった林齢の林分，あ

るいは枝打ちの実行計画が組まれていない林分などに対

して衛生保育の観点からの実行が必要な場合もある。以

下，保育作業ごとに病害との関係を解説してみよう。

1．下刈り

雑草低木の被圧下では，陽樹は陰樹よりも生理障害や

病害発生を起こしやすい。この場合に発生のおそれのあ

る病害には，スギペスタロチア病，黒粒葉枯病，赤枯

病，暗色雪腐病；マツ類稚苗立枯病，くもの巣病，ペス

タロチア病，暗色雪腐病，蕊ふるい病，皮目枝枯病；カ

ラマツくもの巣病，灰色かび病，ペスタロチア病，落葉
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病；ヒノキペスタロチア病，黒粒葉枯病，葉ふるい病；

モミ・トウヒ類ロゼリニア暗色かび病などがある。以上

の病害は下刈りの励行によって，幼齢期の被害を予防す

ることができる。

ていねいな下刈りは，さび病菌頚の中間寄主を除くこ

とにもなり，マツ顛蕊さび病，こぶ病，ス1､ローブマツ

発疹さび病，トドマツ，エゾマツ葉さび病などでは，中

間寄主の雑草，低木に冬胞子が成熟する感染期以前（一

般に初秋以前）にていねいに下刈りすると翌年の被害の

予防効果が著しい。北海道山部におけるストローブマツ

葉さび病菌の例では，中間寄主ヨツバヒヨドリからの小

生子による有効感染距離は5m以内で,7月中。下旬に

その範囲内の中間寄主の全刈りにより秋の感染を顕著に

防ぐことができた（佐保1963)。

マツ類こぶ病菌の中間寄主のナラ類，カシワ，クヌギ

などの7,8月ころの下刈りは，病原菌の冬胞子（小生

子）の形成を阻止するのでマツへの感染を軽減できる。

造林地内に発生するさび病菌類の中間寄主植物の種類

はきわめて多いので育林技術者はよく習得して作業現場

に普及すべきである（樹病学の著書を参照のこと)。

2．つる切り

つる類が繁茂して林氷が被圧されると，スギ枝枯菌核

病，黒点枝枯病，黒粒葉枯病などが発生しやすい。山形

県の多雪地のヒノキ林の調査例では，つるのからみつい

た林木では雪圧により樹幹が損傷したため，漏脂病の激

害が認められた。また，宮城県のアカマツ材線虫病の被

害林分では，つるの繁茂した林木が冠雪害をうけたた

め，病原体の媒介昆虫のマツノマダラカミキリの繁殖の

餌木となっていた。|場樹であるアカマツは，つる類が繁

茂した場合の影響が大きく，皮目枝枯病が誘発される場

合が多い。

マツ類災さび病菌の中間寄主がつる性で寄主の枝葉に

からみつき発病を誘発するものには，アカマツに対する

ポタンズル，ハンショウズル，クロマツのポタンズル，

ストローブマツのヘクソカズラなど力堂あり，つる切りに

あたっては特に注意する。また林木に直接寄生するつる

性の植物にはネナシカズラ，マメダオシなどがある。

十数年前，岩手山ろくのカラマツ先枯病被害林分に夏

期につる切りを実施したところ，間もなく急激に被害が

目立ってきた例がある。これは，つる切りによって枝梢

の幼若部が損傷して病原菌の傷感染が誘発されたもので

あるから，先枯病の被害林分に対しては，感染期の6～

9月_上旬以外の時期に実施するようにするとよい。
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3．除伐・間伐

間伐の林内微気象におよぼす影響の調査例をあげる

と,29年生カナダツガ林の本数で50影の間伐率の場合，

林内の日射量は間伐後に約6倍，地表の蒸散瞳は約1.3

倍，地表の温度は1.08倍，地下30cmの温度は1.03･IW

となった（河田1934)。

除間伐の励行によって防除効果のある病害はかなり多

く，スギ黒点枝枯病,枝枯菌核病,黒粒葉枯病などは問題

になるような被害をさけられる代表的病害である。黒点

枝枯病と枝枯菌核病菌の枝の組織への侵入感染は，その

表面に側御して発連した菌糸束や菌糸膜によるが，その

発達には高湿度が不可欠の条件である。したがって除間

伐による林内環境の変化は発病に大きい影鮮を与える。

終戦後枝枯菌核病と黒点枝枯病が異常にまん延し，問

題になったが，その原因は戦時中から終戦直後にかけて

の係育ておくれ林分が着しく増加したためであった。こ

れらの中激害林分に対する除間伐の実施例では，実施か

ら3年ぐらい経過すると効果が現われて，’/2～'/3に減少

し，しだいに樹冠が発達してきた（図・1)。

この鰯合，特に保育がおくれた林分を急激に疎開する

と，1～2年間はかえって被害が目立ってくることがあ

る。黒粒葉枯病の例では，保育のおくれた幼齢林を急に

疎開したところ，ひどい寒風齋をうけ，これが誘因とな

って激筈をうけた林分がある。また枝枯菌核病でも除間

伐後急に目立ってきた例もある。したがって過密被圧林

分の保育は軽度に2,3回くり返したほうがよい。

十数年前，密植造林が流行した当時，植栽木数だけを

吉野林業にならって保育のともなわない林分に黒粒葉枯

病と黒点枝枯病が激発した。これは保育をともなわない

密植造林は成り立たないことを病害発生の面から示唆す

るものである。

図･2には枝枯菌核病の中害林分における林水の被害程

度別の寺崎式間伐の幹級区分例を示すが，激害～中害木

には劣勢力が多く，保育がおくれると被害が蝋大するこ

とを示す｡また,黒点枝枯病の巾～激害のオモテスギ林分

(26年)では1,2級水が50影で，ほかは間伐で除去すべ

き林木であり，これに対して被害がごく軽微なウラスギ

林分(30年)では1，

2級木が78％であっ

た（小坂淳一ら末発

表)。

スギの枝枯性病害

や黒粒葉枯病に対す

る抵抗性は，品種，

系統，個体やクロー

ンあるいは種子の産

地間の差違が顕著で

あり，悠受性個体や

林分では，疎林や林

縁あるいは閉鎖しな

い幼|齢林でも激害を

うけることが多く，

保育とは無関係に発

生する。この場合に

は保育による防除効

果は期待できず，場

合によっては逆効果

を生ずる。したがっ

て，これらの病害に
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｢3図・3伐の際に伐採淘汰して，抵抗性の林木で構成された林分

にもってゆくべきである。一般に微普林分で目立って被

害をうけるものは感受性の素質をもっていると見てよ

い。なおオモテスギはウラスギに比べて耐陰性が弱いの

で，保育のおくれによって病害を誘発しやすい。

ヒノキ，サワラ黒粒葉枯病，葉ふるい病，ヒノキ「ヒ

ポデルメラ」葉枯病，ヒバてんぐ巣病なども除間伐がお

くれると多発する。兵庫県と広島県下の例ではヒノキの

広葉樹で被圧された林分に対してやや強度の除伐を実施

したら2年後に葉ふるい病が激発した例がある。この原

因として，急激な疎開のための夏の強い陽光と，冬期の

寒風による生理的|蝋害をあげている（西門19“)。

ヒノキとつくり病の鹿児島県下での調査では，疎林で

32.9％の発生，中庸林で20.8影，密林では12.7％とい

う資料がある（鹿児島県林試1936)。

また，ヒノキ林に対して強度のC,B種間伐を実施し

て優勢木を主体に残した場合に，東北地方では漏脂病，

九州ではとつくり病が多発したということである（田中

1952)。この原因は林分の疎開によって寒地では寒害や

雪害が発生して漏脂病を誘発し，暖地では優勢木が疎開

によって肥大生長が旺盛となった結果，とつくり病が誘

発されたものと解釈される。

マツ類の葉ふるい病と皮目枝枯病の防除にも除間伐の

励行が有効であるが,過密林分の急激な疎開や,伐採によ

って新たに生じた林縁では寒風害によって誘発される。

マツ類つちくらげ病の被害は，ほぼ円形群状に外側に

向かって拡大するもので，林床土壌における病原菌の汚

染範囲の拡大により進行する。この場合，マツの根系の

分布密度の高い林分では拡大しやすいので，除間伐の励

行による疎開は，発病した場合の進行速度を低下させる

効果がある。

カラマツ落葉病と先枯病も保育がおくれた過密林で多

発する。その原因は，陰湿な環境では前者では，林床の

病落葉での子のう胞子の形成とその分散感染，発病に適

したためであり，後者では高湿度は胞子の放出，感染に

適し，いずれの場合でも林木の被圧は抵抗性の低下をま

ねく。

図･3には，岩手山ろくの7年生カラマツ林における

林分密度と落葉病と先枯病の発生状態を示すが，ともに

密度を増すにつれて多発している。この林分では，被圧

木は両病害にかかりやすく，先枯病の激害木では上長生

長の低下のため，周囲の林木に庄されて10年生前後か

ら枯死してくる。このような激害木は有力な伝染源とな

マツの植栽密度と落葉病，カラ

先枯病発生との関係70-
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り，しかも，感受性の遺伝的素質をもつものが多いの

で，除伐の|際すべて伐倒する。伐倒木は林内に放置して

おいても翌年までしか伝染源にはならない。岩手県下に

は，このような罹病木の伐採を徹底して防除に成功した

林分が少なくない。

カラマツ落葉病やマツ類葉ふるい病の発生が少ない安

定した広葉樹を下層に配世した二段林に導くには，壮齢

以降にかなり強度の間伐により疎開する必要がある。モ

ミ，トドマツ「アデロプス」落葉病，菜ふるい病なども

除間伐によって防除できる病害である。

米国のベイツガとダグラスファーー林では間伐の際の幼

樹の傷が原因で，それぞれマツノネクチクケとチウロコ

タケモドキの高率の被害をうけた例がある(HuNTら

1962)。また，ポプラ林に強度の間伐を実施して日焼け

と凍袈をおこして胴枯性揃害が多発した例がある。

次に，間伐あるいは除伐によって生じた伐根に根株腐

朽菌類や根腐病菌類が腐生繁殖することによって，林木

の被害を誘発する場合がある。その代表的なものは，マ

ツノネクチタケによる針難樹の根株腐れであり，北欧で

はドイツトウヒ林の間伐ではかなり問題になっているの

で，わが国のトドマツの間伐にも配慮が必要である。な

お，欧州では伐根にクレオソー|､などの防腐剤処理によ

り効果が認められている。
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根株腐れや心材腐朽などが除間伐木に発見された場合

には，被害の実態を把握して損害を最小限にとどめるよ

うに伐期を決める（病理的伐期齢)。

4．枝打ち

枝打ちは弱い間伐程度の林内環境の変化を与えるもの

とされているが,15年生ストローブマツの例では枯枝を

打った程度でも日射盆は1.4倍となり，林内の蒸散瞳は

12～1.5倍になり，かなり影響が大きい（河田1934)。

林木の病害には下枝を主体に発生するものが少なくな

いので，その除去は伝染源あるいは感染しやすい部位を

除くことになり，しかも空気の流通と日当たりがよくな

るために，病害の防除効果が現われてくる。いつぽう，

多くの立木腐朽菌やII1枯描菌では，枝の切口がその侵入

門戸となる。また，枝枯から侵入する腐朽菌も少なくな

いので，枯枝打ちや生枝打ちを行ない，切口のゆ合を促

進すればその侵入防止に有効である。このように枝打ち

は病害防除の面からはプラスとマイナスの両面がある。

枝打ちによる防除効果がある病害を型によって分類す

ると次の群になる。

’)下枝を主体に発生するもの；スギ黒粒葉枯病，照点

枝枯病，枝枯菌核病，ヒノキ葉ふるい病，黒粒葉枯病，

ヒポデルメラ葉枯病，マツ類葉ふるい病，皮目枝枯病，

カラマツ落菜病

2)樹冠の発達によって誘発されるもの：ヒノキとつく

り病，漏脂病（雪圧が誘因）

3)生枝（不定芽）の罹病から樹幹に移行するもの：ス

ギみぞ傭病（赤枯病から移行）

4)枯枝から病原菌が侵入感染するもの：サンブスギ｣|；

赤枯性みぞ腐病，カラマツがん漣病，エゾマツ幹腐病，

ヒバ，モミ，ツガ，トドマツみぞ腐病，各種胴枯性病害

1群に対する枝打ちは，除間伐，つる切りなどと併用

するのが望ましい。

吉野林業地ではha当たり10,000本にもおよぶ密植造

林が行なわれているが，徹底した強度の枝打ちにより黒

粒葉枯病や黒点枝枯病の被害が少ない。スギみぞ腐猫の

予防には，樹幹に形成した赤枯病罹病枝をていねいに枝

打ちするとよい。特に強度に枝打ちされる磨丸太生産林

分では，不定芽に発病しやすいので注意を要する。

サンプスギは細枝の品飯で耐陰性が弱く，枯れ上がり

が早く，枯枝からチャアナタケモドキが侵入して非赤枯

性みぞ腐病が発生するので，徹底した枝打ちが必要であ

る。またこの品種は，黒粒葉枯病と黒点枝枯病に感受性

なので，枝打ちは，これら病害の防除のためにもぜひ励

行すべきである。ヒノキとつくり病の予防には，植栽後

10年以内から枝打ちを実施すると効果がある。そして

うらごけの罹病木では，完満で通直性のものに比べて相

対的に葉鐙が多く，樹冠下部の地'二0.2～2mの間の材

穣と葉の乾量は比例的に増加し，枝打ちによって肥大生

長が減少するという（赤井ら1971)。

カラマツ落葉病の防除には，林分が閉鎖しかかったら

枝打ちを開始し，がん腫病発生のおそれのある高機高地

の林分についても枝打ちなどの保育を徹底する。

生枝打ちによって傷口から腐紺菌が侵入する危険度に

よって，次の3群に分けられる(SKILLING1958,高原

1961，佐藤)。

鋪1群：生枝打ちに対して最も鋭敏で危'倹な樹砿･･カ

エデ，ニレ，サクラ，トネリコ，キリ。第2群：かなり

危険性のある樹種…カンパ，ブナ，トウヒ，エゾマツ，

トドマツ。第3群：危険が比較的少ないかほとんど危険

の認められない樹種・･マツ，カラマツ，ダグラスファ

ー，ポプラ，スギ，ヒノキ，ヒバ。

第1群の樹種に対しては，できるかぎり生枝打ちをさ

けて柚枝打ちだけを実施する。もし生枝打ちを要する場

合には，防菌防腐効果があり，切口のゆ合を．促進する後

述の塗布剤を処理する。なおキリでは，枝打ちの傷から

の腐らん病の発生が多いので，芽かきを原則として，太

枝打ちはさける。第2群に対しては，原則として枯枝打

ちを行なう。しかし細い下枝の衰弱した生技を除いても

材の腐朽は比較的少ないようである。第3群に対して

は，通常安全に生,伎打ちができる。

腐朽菌や胴柚病菌の侵入の少ない枝打ち時期は林木の

休眠期（樹液流動期前）であるが，寒冷地では切口の凍

結が著しい厳寒期をさける。枝打ちの切口は，できるか

ぎり早期にゆ合させることが防菌，防腐上必要であり，

枝の基部に接して平滑に剥皮しないように，できるだけ

幹材にくいこんだ傷を付けないように切りとる。基部か

ら長く凸擶状態に切り残した枝の切口は乾燥が著しいた

めに，ゆ合がおくれて枯れ下り痛原菌の侵入門戸になる

ことが多いので注懲を要する。前述の第1群のように，

病原菌の侵入しやすい樹種や不適季の枝打ちの際は切口

に硫酸オキシキノリンやトップジンなどを主剤とした塗

布剤（酢酸ビニール樹脂などの皮膜を形成）を処理する

と有効である。なお，これらの殺菌剤に“ナフタリン酢

酸ソーダを配剤したものもあるが，単剤との効果の差は

顕普でないようである。

（さとうぐにひこ・林試東北支場保獲部長）
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て（要旨）魚住正

放牧試験から考えられる林地放牧

の問題点について(要旨）馬場強逸

昭和49年度

林業試験場東北支場年報

昭和50年10月

共同研究

亜高山帯および上部ブナ帯におけ

る更新技術に関する研究

カラマツ落鶏茜抵抗性の遺伝橡式

の解明に関する研究

畜産利用が林地保全に及ぼす影響

に関する研究

農林漁業における環境保全的技術

に関する総合研究

マツ類材線虫の防除に関する研究

合理的短期育成林業技術の確立に

関する研究

野生鳥獣の保護繁殖に係る体系的

手法の開発に関する研究

育林部

寒冷地向け苗木の育成に関する研

究ほか11課題‘

経営部

森林の椛造と成長の関係解析に関

する研究ほか15課題

保謹部

碓苗立枯病の発生生態と防除に関

する研究ほか12課題

山形分場

林木の耐雪機能に関する研究ほか

7課題

研究発表会記録

林地における有機物の蓄積と分解

一施肥の影響について－佐々木茂

東北地方におけるマツノマダラカ

ミキリの分布地域と生活史

故木村璽誕,山家敏雄,五十嵐正俊

カラマツ先枯病菌の子のう胞子放

出および発瓶と気象要因繊沢良惣

小流域における貯雪戯推定と「森

休の影響」の解析

小野茂夫，川口利次

閥嗣眉開
※ここに紹介する資料は市販されない

ものです。発行所へ頒布方を依頼する

か，頒布先でご覧下さるようお願いい
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昭和49年度

林業試験場四国支場年報

昭和50年8月

林業試験場北海道支場年報

昭和50年9月

試験研究の概要

共同研究

カラマツ落葉病抵抗性の遺伝様式

の解り］

農林漁業における環境保全的技術

に関する総合研究

天然生広葉樹の保漉育成

寒害発生危険地域区分調査

合理的短期育成林業技術の確立

各研究室における試験研究

研究発表会記録

堆肥施用量がトドマツ苗木の生育

と養分吸収におよぼす影響

津田耕治,大友玲子

モミ類，トウヒ獺の人工交配種の

生長岸田昭雄,真鍋忠久,柳沢聡雄

産地を異にしたトドマツの霜害抵

抗性鮫島惇一郎,中村和子

樹木の移植について

勝貝糟一,山上鎚松,後藤正義

天然生|､ドマツ材積表の人工林に

対する適合性について篠原久夫

全木集材跡地の造林木の初期生長

（要旨）真1n勝

トドマツ天然林遺仏解析へのアイ

ソザイムの応用(要旨)－トドマツ天

然林の家系分析一

松浦尭，田中京子

天塩営林署管内におけるエゾヤチ

ネズミの2つの個体数変動形式につ

いて（要旨）桑畑勅

昭和49年度に発生した森林害虫

と主要種の発生動向（要旨）

小泉力，山口博昭

ストローブマツの発疹鐇病につい

試験研究の概要

共同研究

農林漁業における環境保全技術に

関する総合研究

森林の施業による生態系の変動

（針葉樹人工林における実態解析）

海岸林における広葉樹導入・林分

改良

マツ類材線虫の防除に関する研究

野生鳥獣の保謹増殖に係る体系的

手法の開発に関する研究

空中写真によるまつくいむし被害

防除技術の確立

各研究室の試験研究

森林の構造と生長に関する研究

外国産マツ類の導入試験

個別林分の生長要素の分析

デンドロメーター(FP15型）の

測定誤差の修正

ヒノキ・スギ採種林の施業

列状植栽試験

森林の保育に関する研究

低山地域の森林土壊に関する研充

ヒノキ林の地力維持に関する研究

林地肥培の土域および養分循環に

およぼす影響

可給態養分と苗木の生長に関する

研究

暖地における林木病原体の生理・

生態

おもな害虫の生態調査

野ねずみの生態調査

昭和49年度
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日本・南米の現生樹「ココノエギリ」は

「タイワンウスバギリ」である

－「ココノエギリ」追跡調査報告一

新潟県立新発田腱業高等学校教諭熊倉國雄

はじめに

筆者は，去る1974年の9月から

10月中旬にかけて，ブラジル国サ

ンパウロ州政府に請われて渡伯し，

同国内のキリの植栽地を，広範囲に

わたって視察・調査する機会に恵ま

れたが，そのときに,彼の地で,日本

から移住者が搬入した「ココノエギ

リ」について，各種の質問を受けた

り，変種と思われる数種の変わった

花を見たりで，少なからず「ココノ

エギリ」に対する系統上の疑問を抱

き，その解明の必要性を痛感した。

その後，中国股林科学院より贈ら

れた，中国産ココノエギリの標本を

観察するとともに，移出元である台

湾へ飛んで実物調査を行ない，さら

に，日木における「ココノエギリ」

の現生樹の調査を行なった。

その結果，これまで「ココノエギ

リ」と呼ばれてきた日本の現生樹の

大部分は，日本統治時代の1920年

(大正9年)に，台湾の頼雲祥氏が発

見し，･命名(和名)された「薄葉桐」

（以下ウスバギリと表現する）であ

るとの結論に達した。

以下，その概要を明らかにして参

考に供したいと思う。

「ココノエギリ」移入の歴史

く｢ココノエギリ」の（和名の）起

源＞古くから台湾に自生していたキ

リの一種であるが，中国大陸にも広

く分布しているといわれる。1890年

に,PaulowniafortuneiHemsl.

（学名）と命名された。その後，伊

藤篤太郎氏が，台湾山中でこのキ

リを発見し，1912年にPaulownia

mikadOltoと命名している。樹容

の偉大性を，皇威にあやかって形容

した学名と伝えられるが，「ココノ

エギリ」の和名はこれに由来するも

のと思われる。

＜日本への移入と普及＞台湾のキリ

が日本に移入された年代は,Ijj永久

次郎氏のお話や小野陽太郎氏の記述

(｢キリ・ウルシ」昭和50年6月刊）

によれば，昭和10年頃と思われる。

明永久次郎氏によると，移入の時期

は昭和9年か10年頃となり，種類

は，「ウスバギリ」で，「ココノエギ

リ」は，わずか1うれ植えた記憶が

あるが，それがどうなったか記憶に

ない，とのことであり，成苗した苗

(ウスバギリ）は，埼玉県越生11lW秩父

営林署管内の西山国有林内に同氏が

試植され，大部分は，桐樹奨励会長

の恩田亀太郎氏が，「台湾桐」とし

て，全国各地の林業家や有志に販売

したとのことである。

「ココノエギリ」の普及に傾倒さ

れた小野陽太郎氏は，著書のなか

で，概要，次のように述べられてい

る。①昭和11年頃，恩田亀太郎氏

が，人を派遣して，新高山の中，山

麓より採秘して日本へ移入した。②

種類は「高山種｣，「低山種｣，「薄

葉種」「蛇皮種」の4種である。③

恩1ll氏より依頼を受けた林業試験場

の育苗結果は次のとおりであった。

高山種一最もよかった。低山種一わ

ずか成苗した。薄葉諏，蛇皮種一増

殖にいたらなかった。④その後，良

苗が得られた高山種（ココノエギ

リ）を主体に養苗をつづけ，赤沼試

験地や県下（埼玉）の国有林地，好

隈試験地（岩手県）に試植された。

（注：「間山種（ココノエギリ）」

は原文のまま。）

およそ以上のとおりであるが，両

氏の説明には，明らかに，種類につ

いてのくいちがいがみられる。しか

し，このくいちがいはやがて本稲で

整理されるが，時態は，赤沼(林試）

から出たキリが「ココノエギリ」と

して斯界に普及されいくのである。

「ココノエギリ」が木格的に普及し

はじめたのは戦後であり，とくに，

昭和30年前後の数年間は，桐材不

足を解消する成長抜群の救世主とし

て，華々しく登場する。いわゆる，

全国の農山村を風離した「ココノエ

ギリブーム」の出現である。

なお，当初の「台湾桐」の呼称

が，分類学のうえで適当でなく，

「ココノエギリ」が正しいと訂正さ

れたのは，｜昭和20年代と記憶する



が，その正確な日時や根拠等に関し

ては不明である。

南米大陸の「ココノエギリ」

ブラジルに，台湾系のキリが日木

から移入されていることは，すでに

10余年以前から，私信を通して承

知していたが，その後の現地調査

で，その概要を把握することがで

きた。ブラジルの試験機関では，移

入された台湾系のキリを，「タイワ

ンギリ」か「ココノエギリ」かと，

分類上の判定に苦慮しつつも，おお

むね，「ココノエギリ」としている

ようである。このことについては，

日木からの移住者が，当時の日本で

普及宣伝されていた「ココノエギ

リ」を搬入していた事実や，正確な

文献の入手が困難であった事情を考

臓すれば，むしろ当然と思われる。

ブラジルへの移出の年代は1956

年，パラグアイへの移出について

は，1961年といわれている。他の国

へは，この2カ国より種苗が移出さ

れたものといわれている。

以下，分類の決め手となる花や果

実についての観察の概要を述べてみ

たい。

＜パラグアイの「ココノエギリ｣＞

筆者が，パラグアイのキリの調査に

現地入りしたのは，1973年の7月

末～8月中旬で，あいにく当地は冬

季のため，花をみることはできなか

った。しかし，葉形，葉色，幹の肌

色，皮目，成長力等の観察で，これ

らのキリが，日本でいう「ココノエ

ギリ」であることは容易に判断でき

た。果実（カラ）の形を述べてみる

と，雑っばくではあるが，いわゆる

中型（後年，台湾で実物調査をした

タイワンギリとココノエギリとの中

間の大きさという意味あい）で，長

卵形を呈していた。

＜ブラジルの「ココノエギリ｣＞

1974年の9～10月（開花期）にかけ

てブラジルのキリの調査を実施し

た。その概要は次のとおりである。

①ブラジルの「ココノエギリ」の

99.9％は分根i'fiによるものである。

②花の色彩は，日本の在来種に似て

｢爽快な淡紫色」（花筒の内・外面と

も）で統一されて.いる。内面の竜'岡・

突起(2丘)と，その周辺は黄色で，

内面には数多くの濃紫黒色の斑点

(日本の在来感のものよりはるかに

大きい)を有している(花冠の長さは

6～7cm)。③果実は，パラグアイ

のキリ同様に，中型の長卵形を呈し

ている。④葉形，葉色，幹の肌色，

皮目等の外部形態は，パラグアイの

「ココノエギリ」同様である。

これに対して，実生樹の花の色彩

には各種のものが認められた。

台湾系のキリの花は，タイワンギ

リを除き，花全体が大型で，五裂弁

が花筒との割合で大きく，内面の紫

の斑点が大きいのが特徴である。

＜ボリビアの｢ココノエギリ｣＞南米

のボリビアに，汕桐の栽培技術指導

で滞在中の，林文鎮副教授と，江建

成技正両氏よりいただいた，ボリビ

アのキリについての便りによると，

ボリビアのサンタクルス省のサンユ

ァンの日本人移民部落で，5年前，

パラグアイより導入した28本のキ

リを観察したところ，「ウスバギリ」

であった，との由である。

台湾における実地調査の結果

1975年3月，筆者は台泌を訪ね，

台湾林業試験所をはじめ，各地のキ

リ栽培地を回って観察と質料の採災

につとめた。

＜台湾林業試験所の調査資料＞台湾
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林業試験所では，キリについての埜

本調査が進行中であった。その一部

を紹介すると表・1のとおりである。

（注）「ウスバギリ」は，頼雲祥

氏が1920年に発見したもので，筆

者の訪台当時(1975年3月),台湾林

試の胡大維氏らは次のような未発表

学名を準備中であったが,昨年5月，

胡大維(Tai-WeiHu)および張恵

珠(Huey-JuChang)両氏によっ

てPaulowniataiwanianaHuet

Chang,inTaiwaniaVo1.20,No

2,p.165(May,1975)として正式

に発表された。

＜筆者の観察結果の概要＞(表・1）

（注1）台湾におけるキリの絞培

而職の99.9影はウスバギリであり，

ココノエギリは高齢のものが少数晩

生するのみで，タイワンギリにいた

っては自生するもの以外は，ほとん

ど皆無のようである。

（注2）錐省の実際に観察し得た

ものは，大部分がウスパギリで，ク

イワンギリは，台湾山脈横断中の山

脇地帯にあった2本（その他，山の

急斜面に点々と自生するものを多数

望見したが）だけで，ココノエギリ

は南投県浦里鎮の，中興大学の忠孫

林場（旧北大演習林の植物園）にあ

った40年生の2本と，近隣の路傍

に自生していた1本のみであった。

＜中国農林科学院の資料＞北京に在

る中国農林科学院よりもらい受けた

資料や説明では次のとおりである。

P.fortunei:花の色は白い。果

実はきわめて大型の楕円形で肉厚で

あり，台湾のココノエギリと同形質

のものである。もらい受けた押花の

内面の斑点の分布状況は，台湾産コ

コノエギリと全く同じ，とみること

ができる。花穂の状態も全く同様で

ある（花の長さは標本で約8.0cm)。
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P.kawakamii:花の色は淡紫色。

花は小型。花秘は台湾産のタイワン

ギリと同形態である。

表･1台湾林業試験所の調査ならびに筆者の観察結果概要
一一五一一一一一一一

弱電|糊郷一辰露浬拝｜《｡.,ｪ雫,）
P.fortunei,

「台湾林試」の調査概要
日本の「ココノエギリ」の調査結果

穂|円媚膠,側枝有
長さ約3.8cm

冠
白色或紫色

珂識繍鰡“

花

筆者は，昭和31年に，当時出回

っていた「ココノエギリ」の苗木を

2本自宅の敷地に植えて観察した

が，10年をこえてなお開花せず，

ついに花を見ずに時を過していたの

で，もっぱら文献にたよらざるを得

なかった。しかも，その文献も，著

者によって，分類調査に重要な役割

を果たしてくれる花の記述がマチマ

チで困っていたわけである。

日本に植えられた「ココノエギ

リー|の本数は，100万本を超えたの

ではないかと推定されるが，寒さに

弱いため，関東，関西地方の平野部

に植えられたもの以外，その大半は

不成功に終わっている。現生樹はき

わめて少ない。また,n木における

開花樹齢が高いため，開花をみない

まま伐採される場合が大部分で，花

を見ることはきわ過て稀である。

＜埼玉県越生町西山国有林地のキリ

の花＞同林地に約10本のキリが現

在する。昭和14年4月の植付けと

思われるから，林齢37年生と推定

される。明永久次郎氏のお話では，

林業試験場の苗畑で謎成した苗を国

有林地に植え，そこから採根して増

殖したといわれるから，このキリの

花や果実等の特徴は，日本国内に現

生している「ココノエギリ」や，パ

ラグアイ，ブラジル等の南大陸へ移

出されているキリの花や果実等と，

同じものでなければならないはずで

ある。

5月17日，錐者は，山路木曽男氏

(赤沼試験地主任）のご案内で，昨

夜来の雨に濡れた西山国有林に踏み

花
一
果

錐者の観察結果（｢台湾林試」との亜複部分は省略）
－

花 ｜側枝がない

際灘難
花冠の長さは6.0～
8.0cmと個体差が
大きい

漣|側陵が大発達
白花は発見できず

冠紫色で機紫色の斑点がも
っとも多い

側枝が大発達

’
花冠の長さは6．0～
8.0cmと個体差が
大きい

花
一

※ゞ瀞…てうずくも’諾辮騨ｲﾜﾝ箒，
花薇の色磐辮籠の鍾毛にお|鰹鳥辮腎毛撫擢色の短毛にお

表･2日本の「ココノエギリ」の観察概要

鯛鋤建｜ｶビ冠
西山圃有赫蕊:細離曾靜蕊阜蕊nj農

…鎚外|擬瓢囎”
岡山県津山市聡鵜こ溌職

１
１

花 果実果実 花 薊冠

長卵形で肉質は中
庸，長さ4．5cm

やや鋭い長卵形，肉
質中廠，長さ4.5cm

側枝があっ
て円錐形

同上

淡紫色，以下同上
（挿木による開花）

’

入った。急な山径に立止ってキリの

梢を双眼鏡で覗いてみると，花穂が

見える。残花も見える。花穂の形状

は，まさしく，台湾でみた「ウスバ

ギリ」の,化秘と同様の形をしてい

る。細い谷を越えて，滞れた草の根

につかまりながら急斜面を登って，

ようやくキリの根元に辿りつく。む

さぼるようにして拾い集めた花のか

ずかずは，まさしく「ウスバギリ」

P.taiwamanaであった。ブラジル

で見続け，台湾で見続けてきたキリ

の花に間述いなかった。

これより前，昨年2月に，赤沼試

験地で，「ココノエギリ」の果実を

もらっているが，これまた，ウスバ

ギリと同形質のものであったので，

雑者は，このキリの花を見たとたん

に，実は問題の全面解消を直感した

次第である。

＜鳥取市郊外の「ココノエギリ」の

花＞西山国有林のキリを見る前，昨

年の4月，錐者は，鳥取市近郊の

｢ココノエギリ」（開花前）を見る機

会を得た。花穂を郵送してもらっで

自宅で開花させ，果実ももらって観

察した。これまた「ウスバギリ」に

相違なかった。

＜岡山県の「ココノエギリ」の花＞

錐者は，方々の知人に「ココノエギ

リ」の花の郵送を依頼していたが，

岡山県津山市の知人から，2～3コ

の花が到輔した。果実や花穂はなか

ったが，花は，間違いなく「ウスパ
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ギリ」である。

以上，筆者の直接見ることのでき

たのはわずか3件である。

＜観察概要＞（表・2）

（注1）花冠の大きさ，果実の形

態や肉質は，台湾のウスパギリの形

質に一致する。

（注2）花冠内面に分布する泌紫

色の斑点の大きさは，台湾に現生す

るものと，日本に現生するものとの

間に差がない。しかし，ブラジルに

現生するキリの花のほうが，斑点が

大きい（直径で2倍以上)。

（注3）日本の現生樹の果実の大

きさは，その長さにおいて，台湾の

現生樹のそれより小さい(約1cm)。

紫色の細斑点の大小とか，果実の大

小の差等，個体差，磯境差によるも

のと判断できる若干の差異はあるも

のの，基本的には，まったく同じ系

統に属するものと考える。

④パラグアイより導入されたボリ

ビアのキリを，台湾・巾興大学の林

文鎮氏が，その花の観察を通して，

Paulowniataiwaniana,である，

との判断を下している。

⑤日本での，このキリの育苗，植

栽の草分けともいえるIﾘl永久次郎氏

の証言と調査結果が一致している。

＜結論＞以上の調査で，台湾から日

木に導入され，さらに南米大|態に移

出された「ココノエギリ」は，台湾

のウスバギリである，との結論にお

ちついた。

なお，明永氏のお話や，小野氏の

記述に出てくる「ココノエギリ」や

「高山種（ココノエギリ）」が，は

たして，正しいココノエギリであっ

たかどうかは，今となっては検証の

しようもないが，仮に分類上，正し

いココノエギリであったとすれば，

日本に導入されたあと，なにかの原

因（寒さ等）で成木できず，ウスバ

ギリだけが生き残ったとも考えられ

る。しかし，筆者の行動範囲の外

に，正しいココノエギリが，日本の

どこかの地域で生き残っているか，

あるいは，別なルートで移入された

ものが，温暖な地域で，誰からも知

られずに現生している可能性も，ま

ったく否定することはできない。

（補注)"Paulowniataiwamana

HuetChang''の和名について：

頼雲祥氏（発見命名当時は日本国

籍）が，すでに，1920年の発見と

同時に，「薄蕊桐」と命名し，「台

湾の山林」第148号に発表している

ので，和名はそのままの引用で，か

た仮名を用い，「ウスバギリ」とし

てもよいように思える。しかし，そ

の後領土梅の移動があったり，薄葉

棡が今や戯的な面でも，台湾を代表

する表徴的な存在になっており,IIコ

国名を「台湾泡桐」としてい､ること

や，台湾林試の胡火維氏や張恵珠氏

が，やはり，薄葉桐を台湾を代表

するキリ，という滋味をもたせて

Paulowniataiwaniana,という学

名をつけたといういきさつなど考慮

してみると，「ウスバギリ」に出生

地名「タイワン」を冠したほうが適

当するように思う。すなわち，次の

とおりである。

学名PaUlOWniataiWaniana

HuetChang

和名タイワンウスバギリ

（中国名）台湾泡ﾙリ

結
整
調

＜まとめ＞時間や器具等の面で大き

く制約を受ける個人調査をすすめる

について，分類上第一義的な意味を

もつ化や果実などの生殖器官を調衝

の対象にしぼって，追跡を行なった

わけである。

①台湾の3極のキリを観察し，公

式な記述とも照合した結果，ココノ

エギリとタイワンギリとの形質の差

異は，きわめて明瞭であるし，この

2種とウスバギリとの差異もまた肌

瞭で，判断に迷いを感じさせるよう

な，あいまいな余地はなかった。

②台湾における現生樹の特性やそ

の記述と，中国農林科学院（北京）

提供の標本や説明とは，ほとんど一

致しており，信惣性が高い。

③日本国内，南米における，観察

範囲内では，「ココノエギリ」とか，

｢タイワンギリ」とか呼ばれている現

生樹の中で，ココノエギリやタイワ

ンギリは1本も確認できなかった。

また，日本，南米のキリ（実生樹は

除いて）は，花冠内面に分布する機

おわりに

系統淵燕の手法としては，雛者自

身お粗末なものと自認しているが，

これらのおおざっぱな調査資料の提

示で，結論は明瞭に引き出せたもの

と思う。

なお，この小論を執筆する以前

に，農林省林業試験場に草下正夫先

生を訪ね，花や果実の標木，それに

多くの写真等を見ていただき，ま

た，この原稿にも目を通していただ

いてご指導をいただいた。先生に厚

く御礼申し上げる次第である。

また，この調査をすすめるにあた

り，林試赤沼試験地主任の山路木曽

男氏はじめ，多くの人々にお世話に

なった。とくに台湾での調査には，

林文鎮先生，江建成氏，蘇陣清氏は

じめ，台湾林業試験所，台湾大学，

中興大学等の職員，その他官民諸氏

の心あたたまるご支援をいただき，

厚く御礼をF11し上げる次第である。
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第31回通常総会の開催および関係行事のお知らせ

総会ならびに関係行事を下記のとおり開催いたしますので，ご出席下さるよ
うご案内申し上げます。

昭和51年4月10日

社団法人日本林業技術協会

理事長福森友久
記
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5月28日 理事会

第22回林業技術賞受賞者の表彰

第9回林業技術奨励徴受賞者の表彰

館22回林業技術コンテスト受蝋者の表彰

永年勤続職員の表彰

節31回通常総会

藤岡光長倣表彰

閉会

コンテスト参加者都内見学

支部幹事打合会

支部幹事，コンテスト参加者合同の懇親会

０
０
０
０
号
り

り
】
７

１
１
一
一
０
０
０
０
●
●

０
３
１
１

17．30～21.30

[｡"‘鼠跨隻謹、
10．00～12．00

12.00～14.00

5月29日（土）

崎，塩島，園井，高見，徳本，梶

山，丸山，吉岡（参与）黒川，

松井（顧問）松川，坂口，蓑輸

◎技術奨励事業

熊本営林局で行なわれた昭和50

年度業務研究発表会に，本部より賀

品を贈呈した。

◎技術者および専門家の海外派遣に

ついて

国際協力事業団の依頼によりつぎ

のとおり行なった。

(1)技術開発部主任畠村良二を，ア

メリカ合衆国林野庁熱帯林業研

究所（プエルトリコ）へ，熱帯

地域における森林施業に関する

技術研修のため，昭和51年3

月16日より2年間の予定をも

って派遣した。

(2)坂口顧問を，フィリピン共和国

へ，現地技術指導のため，昭和

51年4月8日から4月28日ま

で派適した。

(3)調査部課長代理，若森邦保・野

村職の両塙を，森林造成事業図

の作成ならびに，森林調査のた

め4月19日より5月22日まで

パプアニューギニアに派遣。

◎第23回森林・林業写真コングー

ルの審査について

昨秋来募集中の写真コンクールは

2月末日をもって締め切り，3月31

日辮査を実施した。

応蕊総数白黒の部709点

カラーの部168点

入選者の発表は，会誌5月号に発

表いたします。

◎昭和50年度第4回常務理事会

昭和51年3月26日正午から本会

会議室において開催した。

議題昭和50年度の収支見込みと

昭和51年の事業の見通しならび

に会務全般について理事長より説

明。

出席者福森，小田，小畠，堀，伊

藤，尾崎大福，大矢，神足，篠

昭和51年4月10日発行
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’菫更日本林業技術協会’’
東京者B千代田区六番町7／〒102

振替東京60448/TEL(261)5281(代）’
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林
業
労
働
研
究
会
編
Ｂ
６
判
一
九
○
頁
価
九
五
○
円
〒
棚
円

謹
蕊
灘
寵
片
岡
秀
夫
著
二
七
○
頁
価
一
、
五
○
○
円
一
痂
円

大
金
永
治
・
田
中
聖
一
・
五
十
嵐
恒
夫
編
四
○
○
頁
価
二
、
五
○
○
円
〒
伽
円

一

国
有
林
、
民
有
林
を
通
じ
た
林
業
労
働
対
策
の
基
本
的
方
向
と
具
体
的
方
策
を

と
り
ま
と
め
た
林
政
審
施
策
部
会
報
告
「
林
業
労
働
対
策
に
つ
い
て
」
の
理
解

の
た
め
に
、
そ
の
内
容
の
背
景
と
意
味
を
解
説
す
る
と
と
も
に
、
我
が
国
の
林

業
労
働
の
現
状
と
問
題
点
、
さ
ら
に
諸
外
国
の
林
業
労
働
事
悩
を
詳
述
し
た
。

今
日
と
明
日
の
日
本
林
業
を
考
え
る
た
め
の
必
瀧
諜
で
あ
る
。

管
理
者
・
監
督
者
の
み
な
ら
ず
労
務
問
題
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
全
て
の
林
業

マ
ン
の
た
め
に
瞥
き
お
ろ
し
た
好
箇
の
指
導
教
本
。
労
務
管
理
の
雌
水
理
念
・

労
働
法
・
労
働
情
勢
・
教
育
訓
練
・
就
業
規
則
・
労
働
協
約
の
ほ
か
、
功
程
管

理
・
安
全
管
理
な
ど
労
務
管
理
の
全
般
を
わ
か
り
や
す
く
体
系
的
に
述
べ
る
。

独
和
五
三
○
○
語
、
和
独
五
三
○
○
語
を
収
録
。
林
政
、
経
営
、
生
態
、
育
林
、

伐
木
集
運
材
か
ら
航
空
写
真
、
林
産
、
加
工
、
樹
種
名
ま
で
の
各
専
門
分
野
に

わ
た
り
、
林
業
・
林
学
の
発
展
に
伴
い
増
加
し
た
用
語
、
変
化
し
た
訳
語
を
十

二
分
に
収
め
て
お
り
、
林
業
関
係
者
が
座
右
に
置
き
た
い
基
本
図
書
で
あ
る
。

ｌ
林
政
審
施
策
部
会
報
告
の
理
解
Ｉ

茸

●

日
本
林
業
調
査
会

〒
棚
東
京
都
新
宿
区
市
谷
本
村
町
二
八
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ル

電
話
皇
（
珊
三
空
一
審
・
振
替
東
京
塞
ｌ
灸
一
言
番

劃
■
ロ H

■

■
■ 再

一
二

4

1

、

江8口

邑司
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内
り
少

島地謙.須藤彰司･原田浩共著B5判･304頁4000円

木材の性質を左右する木材の組織・榊造について，部位別の組織と樹種による相違，材質
との関係，欠点の成因などの解説を含めながら，鮮明な光学および電子顕微鏡写真を豊富
に収録して系統的にまとめたもの。また，特に木材利用の現実を考慮して，国内産の主要

樹種と日本に関係の深い南洋材・北米材の識別方法について一章を設け克明に解説した。

《目次》木材を生産する掴勿／世界の木材／樹木の生長／形成層／細胞壁／木材の外観／
木材の細胞幟成／組織および細胞の形態の変動／木材の組織と木材およびパルプなどの性

質／あて材／欠点／樹皮の組織／単子葉樹材の組織／木材の識別／国際木材解剖用語集ﾛ■■

円
円
円

８
６
２

０
０
０

０
０
０２

表
表
業

積
積
材
材
材
材
幹
製

木
．
・

立
材
法
榊
艤
林

宵
ル
ル
ト
卜
よ
〒
ｊ

尺
歩
歩
に
蕊

円
円
円

０
８
８

０
０
０

０
０
０

表
表
表

積
積
積
材
材
材
材

太
製
木

f-iﾙ曾丸

醗曹丸太

f-Iﾙ菅立

’実用木材加工全書 全11巻・別巻I既刊ll冊発売中全11巻・別巻I既刊||冊発売中
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’
強度・感度・透明度・寸法安定性・製図適性
仕上り、すべてに優れだ製品

強靭性・寸法安定性・平面性・保存性・耐久

I隆のすぐれたポリエステルフイルムペースの

ケミカルマット加工をしだ製図用合成紙

、蒸気機関車にも似て、ダイナミ､ソクな扱いにも、水
ぬれにも、びくともしない美しい仕上げ。仕事の合理

化スビードア､ソブに御利用下さい。

●本社東京都新宿区新宿2－7－lTELO3(354)0361〒160
二‐大阪TELO6(772)1412･名古屋TELO52(822)5121

札幌TELOII(631)4421･福岡TELO92(271)0797･埼玉TELO488(24）l255
広島TELO822(6I)2902・仙台TELO222(66)0151沖繩TELO988(68)56I2

アメリカきもと（ロスアンゼルス）･スイスきもと（チューリッヒ）
、株式会社きちと

大
和
本
草
〈
全
二
巻
〉

植
物
渡
来
考

植
物
妖
異
考

Ｂ
５
判
／
索
引
共
全
四
巻

合
価
四
五
、
○
○
○
円

〈
新
増
訂
版
〉
応

最
新

農
学
博
士
広
江
勇
著

初
版
（
昭
８
）
発
行
以
来
応
用
菌
箪
学
の
概
論
・
形
態
学
・
生
理
学
・

研
究
法
・
分
類
法
・
衛
生
学
お
よ
び
栽
培
法
・
利
用
法
・
貯
蔵
法
な
ど

全
般
に
わ
た
る
画
期
的
な
体
系
的
研
究
と
し
て
の
評
価
を
得
て
き
た
が
、

こ
こ
に
増
訂
版
（
昭
妬
）
以
後
の
新
研
究
を
再
増
補
し
、
現
代
の
斯
学

界
お
よ
び
菌
箪
学
応
用
の
栽
培
・
加
工
・
薬
業
な
ど
関
連
業
界
の
要
望

に
こ
た
え
て
再
刊
。

■
Ａ
５
判
上
製
／
全
一
八
○
○
頁
定
価
二
五
、
○
○
○
円

樹
木
大
図
説
用
菌
董
学

《
定
価
二
五
、
○
○
○
円

説
鱗
鐘
一
著

日
本
お
よ
び
世
界
の
樹
木
一
六
四
科

一
六
○
○
属
一
○
、
○
○
○
種
に
つ

い
て
総
説
と
名
称
（
標
準
名
・
標
準

学
名
・
別
名
・
和
名
・
方
言
名
・
漢

名
・
漢
字
名
・
古
典
名
・
シ
ノ
’
一
ゥ

ム
）
形
態
・
分
布
・
適
地
、
植
配
移

瑚
植
等
管
理
法
、
渡
来
・
古
典
・
文

献
記
載
古
典
の
紹
介
、
造
園
・
造
林

・
関
連
産
業
全
般
の
事
項
を
収
録
。

写
真
・
図
版
約
三
、
○
○
○
を
挿
入

し
た
樹
木
の
大
百
科
事
典
。

貝
原
益
軒
原
著
・
白
井
光
太
郎
考
註

定
価
一
五
、
○
○
○
円

〈
複
刻
版
〉
白
井
光
太
郎
著

定
価
五
、
○
○
○
円

〈
複
刻
版
〉
白
井
光
太
郎
箸

定
価
五
、
○
○
○
円

〒113束京都文京区本郷6－8－10
TEL<03>813-460.1代表明書房有 カタログ浅旱

’

破れない第二原図用感光紙

ジワゾユニ〃19
破れない合成紙

司‘＝’



発刊
昭
和
二
十
六
年
九
月
四
日
第
三
種
郵
便
物
認
諦
（
毎
月
一
回
十
日
発
行
）

林
業
技
術
第
四
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九
号

昭
和
五
十
一
年
四
月
十
日
発

全木連｢木材総覧」岳

偽

年がかり

販売戦略

得意先P

社団法人全国木材組合連合会が、一

で準備した資料の集大成です。企業の

のために、新入社員教育のために、お且

：
この一冊をお備え下さい。Rのために、ぜひ

すでに全木連系統組織で予約申しこみが行な

われ、業界初めての便利な資料として

限定出版ですので、どうぞ、お早目に
み下さい。

好評です。

お申し込
＝「

上

次
縦
纐
材
資
源
と
需
給
の
展
望

Ⅱ
政
党
の
住
宅
政
策

目
Ⅲ
木
材
と
住
宅
行
政

Ⅳ
自
然
保
護
と
木
材
産
業

Ｖ
木
材
産
業
と
金
融
・
税
制

Ⅵ
木
材
産
業
関
連
公
害
対
策

Ⅶ
世
界
の
中
の
日
本
経
済

企
業
Ｉ
原
木
流
通
の
現
状
（
国
産
原
木
．
外
材
原
木
）

Ⅱ
木
材
加
工
業
の
現
状

Ⅲ
製
品
流
通
機
構
の
現
状

（
卸
売
、
小
売
、
市
売
市
場
、
木
材
セ
ン
タ
ー
、
建
材
）

Ⅳ
流
通
業
、
加
工
業
の
将
来
の
展
望

Ｖ
製
材
・
木
工
機
械
と
素
材
生
産
機
織

製
材
・
木
工
機
械
と
素
材
生
産
機
械

資
料
林
材
関
係
百
年
の
年
表
木
材
需
給
と

価
格
百
年
の
推
移
等

名
簿
全
木
連
、
全
禾
協
連
の
会
員
、
役
員
名

簿
、
木
材
総
覧
発
行
賛
助
員
名
篭
謹
ゞ
木

材
閥
係
全
国
団
撚
中
央
事
務
所
一
童

主
要
官
公
庁
、
都
道
府
県
林
務
機
構
一

研
究
機
関
等
。

p

全て1冊でたりる./木材の

木 材総覧
B5判874頁上製箱入り定価12,000円(〒別）

編集茎更全国木材組合連合会
発行全国木材協同組合連合会

定
価
二
百
五
十
円
送
料
三
十
五
円

お申し込みは日刊木材新聞社へ

一般の販売は読者のご便宜をはかって日刊木材新聞社がお取扱かい
致します。定価1万2千円、送料実費、前金制となっておりますの
で、お手数ですがお申し込みの際は送料をお確め下さい。
なお、ご希望の向きには｢木材総覧｣の詳細目次をお送り致します。

日刊木材新聞社

〒104束京都中央区
築地2-10-12
電話（代)03(542)

3531番
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